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　爛ただれ、絡まり、地獄へ堕おちた。

　私は彼を手に入れられるだろうか？





＊






　視線はすぐにそらされた。

　前に母の目を正面からはっきり見たのはいつのことだっただろう。目元に小さくシワがあるのを見つけ、そんなことにも今初めて気付いたほど、もう長らく目を合わせてもくれなかった。私が高校生になってからは、たぶん一度もない。

　母は居心地悪そうに目を伏せたまま言う。

「そういうことだから。人様に迷惑をかけないようにね」

　お金の入った封筒をテーブルの上に残してそそくさと玄関へと向かう。

　パタパタと廊下を走る音が遠ざかっていくのを私はリビングで聞いていた。──追いかけてはいけない。縋すがり付いても、邪険にされて、結局自分が悲しくなるだけだから。




〝愛されなかったということは、生きなかったことと同義である〟




　ドイツの作家ルー・ザロメのその言葉を、私は何かで読んでから繰り返し何度も何度も思い出している。愛されなかったということは、生きなかったことと同義。

　それなら私の場合は？




　菩ぼ提だい紗さ星ほしにも幸せな時代があった。恋愛結婚した平凡な夫婦の間に生まれ、おぼろげながら幼少期は愛されて育った記憶がある。口数が少なく不器用だけどよく遊んでくれる父と、いつも私の顔を見つめて笑いかけてくれる母。

　しかし平凡な夫婦の間に何があったのか、不器用だったはずの父は外に女性をつくって家を出ていった。慰謝料と養育費の振込は途絶えがちで母子家庭の家計は逼ひっ迫ぱく。

　働きに出てみるみるうちにやつれていった母だったが、職場で上司に見初められて再婚した。再婚相手は裕福だった。生活は父が出ていく前よりも豊かになり、母の頬は以前のように健康的にふっくらとした。それ自体は本当によかったと思う。

　問題は私だ。母の再婚相手の男性は母を本当に愛していたが、私のことは快く思っていなかった。母を愛しているぶん、母を裏切り傷つけた父のことを憎み、そして彼自身会ったこともない私の父への憎悪を私にぶつけるようになった。

　母は窮地を救ってもらった手前、継父の機嫌を損ねないことに細心の注意を払っている。最初はそれでも私を大切にしようとしてくれていたが、継父との間に子どもを授かると、私への愛情は確実に目減りしていった。

　継父の仕事の都合でアメリカへ移住することが決まったとき、まず一番に告げられたのは私だけこの家に残ること。母は「せっかく受験に受かったんだし」「早いうちから一人暮らしすると生活力が身につくでしょ」とそれらしい理由を並べたけれど、継父に言わされているのがありありとわかった。要するに、家族の団だん欒らんに私は邪魔なのだと。




　母は半年ぶりに日本に戻ってきて私の当面の生活費を置いていった。

　半年ぶりだというのに一緒に食事をすることもなく、そそくさと帰っていった。長居はしたくない気持ちを「はずせない用事が後に控えてるから」と苦しい言い訳で誤ご魔ま化かして。

「久しぶりに会う娘との時間より優先すべき用事って何？」──などと訊きいてしまえば、たぶんおしまいだ。反抗すればこの家から追い出す格好の言い訳を与えてしまう。私は波風を立てず、物わかりのいい〝いい子〟でいるしかないのだ。

　見方によってはラッキーだと思う。こんなに広い二階建ての一軒家に一人で住む権利を与えられ、暮らしていくのに十分なお金を与えられて。愛情を与えてもらえない分、この自由と裕福な生活を謳おう歌かすればいい。

　……そう思っていたのに、実の母から目も合わせてもらえないことには久々にちょっと堪こたえてしまった。




「あなたの顔、すごくよく似てるのよ。出ていったあの人に……」




　それは私のせいなの？







　そんなことが数日前にあったので、今朝は鏡を見て朝から嫌な気持ちになった。

　私は私のこの少しふてぶてしくて肝の据わっていそうな顔立ちを気に入っているのに、ケチをつけられた気分だ。父親と似てるから目を合わせたくないなんて、理不尽も遂にここまで。

　むしゃくしゃした気持ちを抱えたまま、制服に着替えて家を出る。「行ってきます」は言わない。言う相手もいない。




　音楽も聴かずに黙々と一人で歩いていたら、高校の正門まであと百メートルというところで私の隣に太たい陽ようが並んだ。おはようも何も言わずに自然と私の横に来て、ただ黙って歩いている。とてもナチュラルに。

　雛ひな川かわ太陽は幼稚園からの幼おさな馴な染じみだ。彼は美少女のごとく愛らしかった幼少期からいい感じに成長を遂げ、いまやすっかり学校内の王子様ポジに定着している。すらっとした体たい躯くにぱっちりとした目。笑うと白い歯が見える。口角の上がったアヒル口が温厚な印象を与える。見るからに愛され顔。現に太陽は男女問わず好かれているし、素直で人懐っこい性格もあって教師ウケもよかった。

　正門まであと五十メートルあまり。太陽が唐突に口を開く。

「紗星」

「なに」

「来週の誕生日、欲しいもん決まった？」

「……んー」

　なぜあんたが私にプレゼントをくれるのかというやり取りは、小中学校でさんざんやりつくしたので今ではもう割愛。何度訊いても〝幼馴染だから〟と返されるので、私もそういうものかと割り切ることにした。他に誕生日にプレゼントを贈り合うような友達もいないし。祝ってくれる親もいないし。一人くらいはそういうやり取りをする相手がいてもいい。

　しかし、欲しいものを訊かれると困ってしまう。

「特にない」

「もっとよく考えて」

「そんなこと言われても」

　いくら考えを巡らせてみたって、ない。クラスの女子が揃そろって買っていたアクセサリーも、ＳＮＳでバズっていたコスメも全然興味がない。かといって趣味があるわけでもなし。

　私は高校生で、どうにも形容しがたい気だるさの中を生きていた。大おお袈げ裟さではなく、怖いものが何もない。かといって欲しいものも何もない。あれば十分に与えられているお金の中で買えてしまうから。どうしても叶かなえたい夢もなければ、心から求めるものも特にない。

　欲がないから生きやすくて、その代わりに私はとてもつまらない人間だった。毎日同じ制服に袖を通し、同じ道を通って高校へ行く。それを延々と繰り返した先にある平凡な未来に向かってとぼとぼと歩いていく。特に悲しくもない、当たり前のことだと思っていた。




　正門まであと十メートル。周囲に私たちと同じように登校してきた生徒たちが増えてきたところで、太陽が私の前に躍り出る。

　訝って〝なに？〟と目で尋ねると、太陽は元々上がっている口角をさらに上げて笑った。私の頬を手のひらで包み、そのまま親指を使って私の口角をニィッと吊つり上げさせる。

「……はひほー、やめへ」

　通り過ぎていく生徒たちの視線を感じる。ただでさえ太陽は学校の有名人なのに、彼にはその自覚がない。目立つ場所でこんなこと、どんなふうに噂うわさされるか。

　そんなことはまったく意に介さない太陽は、天使のような笑顔を私に向ける。

「紗星、笑って」

　子どもの頃から世話焼きな太陽は、よく私に「笑え」と言った。〝気の利いたことが言えないときでも、相手の望む言葉がわからないときでも、穏やかに微笑んでいれば悪い気持ちにさせることはない〟と。無邪気なようで人一倍他人の顔色を窺うかがうのが上手な彼なりの処世術なのだろう。新学期、クラス替え後の新しい環境で私がつま弾き者にならないように、心配してくれている。

「わかったから」

「もし違うクラスになっても一緒に帰ろうな。紗星のクラスまで迎えに行く」

「それは本当にやめて」

　学校の一部の人は私と太陽が恋人同士だと誤解している。太陽がこの調子なのだから無理もない。けれど、菩提紗星と雛川太陽が実際に付き合っていたことは一度もないのだ。私は太陽のことを異性として見ていないし、そもそも誰かに恋をしたこともなかった。

　それでも太陽はまっすぐ私に向かってきた。

　今も私の隣で、純粋そのものの声でぽつりとこう零こぼす。

「同じクラスだといいんだけどなぁ」

「……」

　ちょっと家庭に問題があっても、私には私を気にかけてくれる顔よし・性格よしの幼馴染がいる。それで私の人生プラマイゼロなんだろうか？　そんな馬鹿な。




　外履きから上履きに履き替えて昇降口を抜けると、掲示板の前は新三年生で溢あふれ返っていた。新学期を迎えて初の登校日にはクラス分け発表がある。

　掲示板に張り出されたクラスごとの名簿を確認し、私たちは各々新しいクラスの教室へと向かう。太陽と私は同じクラスだった。ただし太陽は同じクラスになった人・ならなかった人のどちらからも声をかけられ身動きが取れなくなっていたので、私は彼をそこに残して一人で新クラスへと向かう。

　生きている世界が違う、とつくづく思う。スクールカーストのトップにいる雛川太陽は、幼馴染じゃなければ私を気にかけることもなかったはずだ。今こんなに世話を焼かれていることのほうが異常なことなのだ。

　一人で階段を上りながら考える。これだけ近くにいて太陽に恋をしないのは、だからなのかも。太陽はちょっと眩まぶしすぎる。彼の背後にあるヒエラルキーや幸せな家庭環境がチラついて、たまに気後れする。いい奴だし決して嫌いじゃないのに、手放しに好きにはなれない。

　もしかしたら、恋とはそんなものを一切合切薙なぎ払って問答無用に落ちるものなのかもしれないけれど。残念ながらそこまで強烈な感情は彼相手に芽生えなかった。

　いつかは私にも現れるだろうか。

　問答無用で恋に落ち、他の一切合切をどうでもいいと思える相手が。それほど深く感情を揺さぶられ、喉から手が出るほど欲しいと思える相手が──。




　そのときだ。

　私が月つき森もりを見つけたのは。




　目に飛び込んできた、と言うべきか。

　階段を上った先で近いほうの教室後方の扉から中に入った。中には既にクラスの半数程度の生徒がいたと思うけれど、それらはただの背景にすぎず、私の意識はただ一点にしかなかった。

　教室後方の席に座っていた男の姿に、はっと息を呑のむ。同じ学年の子しかいないはずの空間に、特段の違和感を漂わせて鎮座している。彼は見た目が大人だった。人がぶら下がれそうなほど長く逞たくましい腕。脚なんて、机の下に入れているのが窮屈そうに見えて仕方ないほど長い。それに分厚い胸板。

　彼を形作る細胞ひとつひとつが底知れない生命力を放っていた。一目で自分よりも圧倒的に優れた種だとわかるほどに。さして変わらない年数を生きてきたはずなのに、どうしてそんなふうに進化を遂げたのか。

　気だるい目が、不意に流し目で私の姿を捉えた。

　一片の迷いもなさそうな太い眉の下の、細くて切れ長の目。眼光が鋭くギラッとしたのを感じた一瞬、私は何とも言えず下腹部がずくんと疼うずき、教室の入り口で動けなくなった。逃れられない。自分は持ち合わせていないと信じていた種類の感情の瓶が蓋ふたを弾き飛ばし、ものすごい引力でずるずると私を中へと引きずり込む。

　逃れられない。何度もそう思う。

　自分には性欲があるのだと、私はそのとき初めて自覚した。

　彼の視線にたいした意味はなかったようで、私が見えているのか、いないのか。視線は流れてすぐに窓際へと移っていった。私の下腹部は疼いたままだった。

　自分は痴女なのかもしれない。そうでなければ、変態なのかもしれない。初めて見る同級生の男子にここまで露骨な性的欲求を覚えるなんて、さすがにどうかしている。

　座席は名前の順によって決められていて、残念ながら彼と近くの席ではなかった。彼の苗字は月森。私の苗字は菩提。名前の順で「つ」と「ぼ」の分だけ離れた距離から、彼が声を発するたびに艶なまめかしく動く喉仏の隆起を見つめる。月森がクラスメイトに向けて行った自己紹介はとても簡潔だった。

「月森慎しんです」

　低くて、お腹に響いてくる、ずっしりと重量のある声。落ち着いた話し方。

「三学期の終わりに転校してきました」

「よろしくお願いします」

　一切の無駄のない自己紹介を、私は一音も聞き漏らさないように大事に大事に聴いた。

　新しい時間割が配られ、後に控えている受験のことや選択科目の説明を受けるうちに時間が過ぎる。終礼が終わると月森はすくっと立ち上がって教室を出て行った。私は無性に追いかけたい気持ちに駆られたが、席を立ちあがったところで太陽に声をかけられ、阻まれた。

　いろんな誘いを振り切りながら私の席までやってきた太陽は、私と同じクラスになれた喜びを嬉き々きとして語りたがっていた。

　そこに先手を打って私から話しかける。

「太陽。私、欲しいものできたかも」

「お？　何？」

「太陽には絶対に用意できないもの」

「……はぁ？」

「帰りましょ」




　その日、生まれて初めて私に性欲が芽生えた。

　ただ一人の男の子のことを思い出すだけで脚の間がもぞもぞして、体が熱くなっていく。間違いなく、あの月森という男子に反応しての事象だ。私は完全にあの色気にやられている。恋だとかそんな生易しいものじゃない。もっと本能的な、生殖機能にまつわる欲求。月森の生命力に溢れた雄の遺伝子を体が欲しがっている。

　雌として目覚めた私の体の変わりようは凄まじかった。それまで濡れるという感覚もよく知らず、自分で自分の体を慰めたこともなかったのに。月森と一瞬だけ交わったあの視線や、引き締まったフォルムや、触ると少し硬そうな黒い髪を思い出すだけで、私のアソコは面白いほどしとどに濡れる。



　月森を思って女性器に触れれば、それはもう感じたことのないほどの甘い痺しびれが体を巡った。ああこれはすごい。私の体の中に、こんなふうに感じられるパーツがあるなんて。

「あぁっ……ん……んぅっ……！」

　家に一人しかいないのをいいことに、声を殺すこともしなかった。彼を思い浮かべて触るだけでこんなに気持ちいいのだから、実際に彼に触られたらどうなってしまうのだろう。純粋な興味と飽くなき欲望が頭の中を占拠する。

　たとえば月森があの大きな手で私に触ったら。あの大きな体と、裸でぴとりとくっついたなら。月森の男性器はどんな形をしている？　性的な興奮を覚えたら、あの静かで激しい目はどんなふうに色を変えるの？

　しかし残念ながら私は処女で、リアリティーのある妄想はできない。想像する月森の制服の下の裸体にもモヤがかかっている。そのことがよりいっそう、私の月森に対する興味を加速させた。







　月森と太陽がつるんでいるのをよく見かけるようになったのは、月森を見つけてから八日目のことだ。最初に目撃したのは体育の時間。その日は雨で、男女で体育館のコートを半面ずつ使ってバスケットボールをしていた。

　出番ではない月森と太陽が、舞台の段差を背にして座り、何かを話して笑い合っている。〝月森はああやって控えめに穏やかに笑うんだな〟と知ると同時に、その相手が自分と身近な太陽であることにちょっとドキドキした。遠く手の届かない神聖な存在だと決めつけていた相手が、急に地続きの現実に現れたみたいな。

（いいなぁ……）

　羨うらやましいという感情も、私には新鮮なものだった。そんな感情は忘れていた。いくら欲しがっても与えてもらえない愛情と、さして欲しくもないのに与えられた金銭と自由で、私の欲望中枢は長らく麻ま痺ひしていた。

　でも今は、月森と自然に笑い合える太陽のことが心の底から羨ましい。

　あの控えめで穏やかな微笑みを、一度でいいから向けられてみたい。

　この一週間は話しかける口実がなかった。下手に話しかけて〝急に話しかけてきた気味の悪い女〟になりたくない。何か、無理のない共通の話題が欲しい。

　そう思ってチャンスを窺ってきた一週間。




　今日、月森慎と私の間には雛川太陽という繋つながりがある。

　たったそれだけのことが私を行動的にする。




「月森くん」

　体育の授業が終わって教室に戻る途中。校舎棟へと続く渡り廊下で、たまたま一人だった月森を見つけた私は今しかないと思って声をかけた。

　不自然に高い声にならなかったか。声が上うわ擦ずりはしなかったか。自分ではよくわからない。表面上は落ち着いていられたと思う。

　月森はライオンのようにゆったりと優雅に後ろを振り向き、その目に私を映す。

「あ……太陽の」

「菩提紗星です」

「菩提、さん」

　初めてその唇が私の名前を紡ぎ、私はひそかに耳を熱くした。

（菩提さん、か）

　いいな。すごくいい。

　月森の清潔な声で呼ばれる私の名前は、ものすごくいい感じだ。

　一方で心にひっかかるものもあった。彼が私を目にした後の第一声は「太陽の」だった。私は太陽のものではない。恐らく〝太陽の幼馴染〟のという意味なのだろうけど。新学期が始まってから今日までの私の印象なんてその程度のものなんだな、と。

「『菩提』って、呼び捨てでいいよ。『さん』は要らない」

「俺も『くん』はいい。呼び捨てで」

　心の中ではこっそり呼び捨てにしていたので、許可をもらってすっきりした。太陽以外の男子を今まで〝くん〟付けで呼んできたけれど、こと月森に限っては〝月森〟という単語の凛りん然ぜんとした響きが好きで、余計なものをつけたくなかった。

　私は初めて月森と会話を試みる。

「転校してきたって言ってたよね。もう慣れた？」

「それなりに」

「ならよかった」

「うん」

　思った通り口数が少ない。私も人のことを言えた義理ではないけれど。

　月森の言葉は最低限。私も緊張していて、会話のラリーが続きそうな気の利いた言葉が出てこない。胸に沁しみ入る落ち着いたこの声を、もっと近くで聞いていたいと思うのに。

　苦し紛れに話題を絞り出す。

「太陽とは仲がいいの？」

　尋ねると月森の凛り々りしい眉がヒクッと動いた、ような気がした。

「……悪くはないと思う」

「微妙な言い方だね」

「勝手に『仲がいい』なんて言ったら、迷惑かもしれないだろ」

「ふぅん……」

　太陽の性格からして迷惑がることはないと思うが、彼自身はそう感じているのか。

〝慎〟という名前なだけあって慎ましい。

　私は横目でひっそりと彼の横顔を見ていた。目が合ったのは最初に挨あい拶さつをしたときだけで、それ以降視線が絡むことはない。

「バスケは得意？」

「普通」

「……そう」

　短いやり取りの後は落ち着かない沈黙が続く。

　少し会話をすれば相手が自分に興味を持ったかどうかくらいすぐにわかる。目の動きや会話への食いつき方から、容姿や人間性にどの程度魅力を感じたかは推測できる。

　月森の場合はゼロだった。本当に微み塵じんも、欠片かけらも私に期待させないほどに、彼には私に対する興味がまるでない。彼は絶対に私を好きにならない。

　これからどれだけ対話を重ねたところで、〝太陽の〟以上にはなれないのだろう。

　なぜだかそう確信した。

「……菩提。あの」

　自分から話題を振るのも億おっ劫くうそうな居心地の悪い雰囲気。会話を切り上げたいけど、下手に私を傷つけまいとはっきり拒絶できないでいる。

　一見ぶっきらぼうに見えるけれど、慎ましくも優しい性格をしている。月森慎という人間の人となりが少しだけわかった気がした。

　私は太陽直伝の処世術を使って微笑む。

「急に話しかけてごめんね。なんでもないの」




　あなたにとって私はなんでもない。




　私がどれだけあなたの体に抱かれるところを想像して、そんな妄想で自分の体を慰めようが、あなたは私の夢を見ることもないんだろう。

　清すが々すがしいほど片思いだと自覚できたのだから、このまま月森への想いは薄れていくかと思った。でも私は厄介なことに、こうも感じていた。




〝私なんかを絶対に好きにならないこの人が好きだな〟と。







　初めてできた欲しいものは絶対に手に入らないと知って、私はそのまま十八歳の誕生日を迎えた。その日は雨で、学校から帰ると当然家には誰もいなかった。

（お祝いのメッセージも特になし、か……）

　期待してなかったから別にいいのだけど。

　濡れた足元が気持ち悪かったのでシャワーを浴びる。雨で冷えた体をお湯がじんわり温め、やさぐれそうになっていた私の心をほぐした。

　親に誕生日を祝ってもらえないからって、それがなんだ。祝われたら祝われたで〝本当は思ってないくせに〟と感じていただろう。

　私は十八歳になった体を丁寧に磨きあげる。お風呂の鏡に映った自分の裸を見て、〝それなりにエッチな体してるんだけどなぁ〟と思った。大きく前に突き出た乳房と、その先のツンと尖とがった乳首は、女である自分の目から見てもエッチだ。走るときには揺れて邪魔だし、肩も凝るしでいいことはあまりないけれど。

　クラスの女子たちと比べても大きなこのおっぱいは、男子の視線を集めはしても月森の気を引くことはできなかった。

（だがしかし、そこがいい）

　またひとつ月森の評価を上げ、浴室を出る。

　部屋着に着替え、髪は自然乾燥でいいかとズボラな選択をしたところ、インターホンが鳴った。宅急便？　それとも新聞の集金か。当たりをつけながらモニターを確認する。




「紗星？　俺だけど」




　訪ねてきたのは太陽だった。

「どうしたの急に」

「話したいことがあって」

　家に誰もいないから、と断ろうとした。でもそれをすると私が太陽を男として見ているともとられかねないなと思ってやめた。よくよく考えれば太陽は幼馴染だし、昔はよく家にも遊びにきていたから、今さらなんてことはない。

　それに今日は雨だし。

　玄関の鍵を開けて太陽を招き入れる。彼は天気予報を知らなかったのか、傘を持っていなかったようで全身ずぶ濡れだった。制服のシャツが肌に張り付いて透けている。

　細身の薄っぺらい体に欲情することなど、ないと思っていたけれど。

（……なんかエッチだな）

　口には出さずにそう感じていた。太陽を見てそんなふうに思ったのは初めてだった。月森に劣情を抱いたことをきっかけに、私の頭の中は同年代の男子とそう変わらなくなってしまったのかも。

　脱衣所の棚からタオルを一枚取り出して太陽に手渡した。太陽はそれで濡れた頭を拭きながら私の後をついてくる。リビングにやってきて、ソファには座らずフローリングの床の上に座った。

「紗星、最近雰囲気変わったよな」

「どの辺が？」

「どの辺……んー……大人っぽくなった？」

「そう」

「いや、違うな。前よりも色っぽく……」

「エロくなったってこと？」

「それじゃ俺がセクハラしてるみたいになる」

「私が嫌がらなかったらセクハラではないでしょう」

　息をするようにラリーが続く。太陽とは沈黙でも楽だし、会話もしていても楽だ。頭を使わなくていい。幼馴染だから楽なのか、楽だからこそ幼馴染として付き合いが続いているのか、どっちだろう？　別にどっちでもいいけれど。

　私はソファに腰を下ろした。少し高い位置から太陽を見下ろすことになり、頭に被ったタオルの下から覗のぞくクリッと大きな目と視線が合う。

「話したいことって何？」

　訊くと大きな目は再びタオルの下へ隠れた。太陽が両手を動かしてガサガサと雑に髪を拭く。飛び散る水滴。

　彼がタオルを取り払うと、柔らかな髪は無造作に乱れていた。再び目が合う。

　太陽はじっと私の目を見つめながら、何やら照れくさそうな顔をしている。

「十八歳の誕生日おめでとう」

「ありがとう」

　当たり前の言葉を、当たり前のように受け取った。

　それだけ伝えるためにわざわざ家まで来たのか。メッセージで十分なのに、マメな男だな。でも彼氏にするならこういう男子が女子には喜ばれるのかな。太陽は付き合う相手のことを大切にしそうだと思う。

（……付き合う相手？）

　なぜか、胃の奥底がずっしりと重くなる。

　太陽にいつか彼女ができることを想像した。それはとても自然なことだ。太陽は顔も性格もいい。実際モテるし。いつ女の子と付き合い始めても何も不思議じゃない。

　そんな当たり前のことに、なぜ私はこんなにゾッとしているのだろう。

「誕生日プレゼントは……あの後も考えたけど、何がいいのか結局わからなかった」

「うん」

　私自身ですら何が欲しいのかわからなかったのだから、無理もない。

　プレゼントの用意がないと言われて太陽を責めるつもりはないし、これを機にプレゼントの贈り合いは終わりにしてもいい。毎年「欲しいものは？」と訊かれて、何も答えられない自分のつまらなさを突きつけられるのもしんどい。

　──だけど、「おめでとう」だけはずっと言ってほしい。

　毎年毎年、大人になっても、私がおばあちゃんになって太陽がおじいちゃんになっても、ずっとずっと言い続けてほしい。

「あのさ、紗星」

　声のトーンがそれまでよりほんの少し静かで、緊張している。急に何だろう？

　小首を傾かしげて「なぁに」と返事する。

「前に、欲しいものができたって言ってただろ」

「うん」

「俺には絶対に用意できないものって言ってたけど、それって何？」

「用意できないのに知ってどうするの？」

「できないと思ってるだけかもしんないじゃん」

　珍しく強い語気で言う太陽の表情は、とてもカタい。

　タオルを握る指が白くなっている。

　何かを真剣に伝えようとしている気配に、私は嫌な予感がした。

「紗星が勝手にできないと思ってるだけで、俺が本気の本気になったら、できるかもしんないじゃん。……俺さぁ」

　ああ、くる。

　次に放たれる言葉を予期して衝撃に備える。




「お前のことが好きだよ。本気で」




　太陽の毛先から拭き取られなかった水が滴したたり落ちた。それは胡坐あぐらをかいている彼の制服のスラックスの上に落ち、吸収されてなくなった。元から湿って色濃くなっていたスラックスには何の変化もない。

　太陽の告白は続く。

「小さいときからずっと好きだった。気付いたら紗星のことがずっと、好きだった。俺が持ってるものなら何だってあげたいし、何だって叶えてやりたいと思う。俺の全部を差し出してもいいと思うくらい好きだ」

　息つく間もなく言葉を撃ち込まれて息苦しくなった。こんなふうに正面切って言える太陽は、やっぱり私とはまったく別の人種なのだと思い知る。

　私は反射的にこう切り返していた。

「どうして？」

「え？」

「どうして私が好きなの。お世辞にも性格がいいタイプじゃないと思うけど、私」

　尋ねると、太陽は黙り込んだ。どうして私が好きなのか自らを振り返っているようだ。

　小さいときからずっと好きだなんて言うけれど、ただの刷り込みな気がしている。たまたま傍そばにいたのが私だった。毎日のように顔を合わせているものだから、私を好きだと思い込んだまま大きくなってしまった。実際はそんなところだと思う。

　もしそうでないとするなら、考えられるのはあと一つ。

「親から愛されてなくて、かわいそうだと思った？」

「は……」

「庇ひ護ご欲が強い人っているもんね。『自分が守らないと』とでも思ったのかな。そういえば私、子どもの頃から太陽に心配されてたし」

　彼が昔から尋常じゃないほど世話を焼いてくれたのは、よくよく思い返すとそんな感情からだったのかもしれない。

　憐あわれみから生まれた優しさ。当然、私からすればあまり気分のいいものではない。

　太陽は黙り込みじっと考えていたが、しばらくすると結論を出し、私の顔を見て言った。

「……それも、ないとは言い切れないかもしれない」

　曇りのない目で打ち明けてきた太陽に〝正直な男だな〟と思った。

　私が「うん」と相あい槌づちを打つと、彼は「でも」と言葉を続ける。

「それだけってことは、絶対にない。守ってあげたい大事な女の子なのは確かだけど、〝じゃあ紗星の家庭環境が今と違ったら好きにならなかったのか〟って考えたら、そうじゃないし」

〝どうして私が好きなの〟なんて面倒な質問にも、真摯に答えようとしているのがなんとも太陽らしい。なるべく正確に自分の気持ちを伝えようと言葉を選びながら話す彼は、ずっとまっすぐ私の目を見つめている。

「嘘うそをつかないところが、好きだ。愛想笑いしないだろ。楽しくないときは楽しくなさそうにしてる。誰の顔色も窺ってなくて、周りに流されずにいつでも紗星らしくいるところが、いいなって思う」

「そう」

「それから……たまに笑ってくれるから。普段のニコリともしない顔も綺麗きれいで好きだけど、ほんとに気が緩んでるときの、フフッて緩む顔が好き。可愛い」

「そんなときある？」

「ある。百回に一回くらいだけど」

「レアすぎない？」

「たぶん俺しか見てない。でもそこがいい。俺しか知らない紗星って感じがするから、いい。普段は確かにツレないけどさ。その百回に一回の笑顔で、なんか……すごく満たされる。生きててよかった～って。だから、紗星が思ってるより、俺はお前を好きだと思う……」

　太陽の言葉は上手に私の自尊心を満たす。想ってきた時間。想っている強さ。彼の全身全霊をかけて、彼にとっての私にどれだけ価値があるかを教えてくれる。

　──であるにもかかわらず、私はため息を我慢する。

　太陽の告白は私の自尊心を満たし、愛情を感じさせてくれるけど、私の頬を熱くさせはしなかった。つまりそういうことだ。私の側には恋がない。

「……私は……」

　私はその気持ちに応えられない。

　太陽のことを異性として見ることができない。

　遂にはっきりと言葉で伝えるときがきた。遅すぎたくらいだ。本当はもっと早くに白黒つけておくべきだった。太陽が私をどんな目で見ていたか、気付かないほど鈍感じゃない。

　ならどうしてもっと早く、応えられないことを太陽に伝えなかったのか？

　──単純なことだ。一方的に好かれる感覚は、とても気分がいい。

　私はそのうちきっと誰かに刺される。

「……私は、ね。太陽……」

　言うべき言葉はわかってるのに、音にしようと開けた唇が震えた。喉につっかえて声が出てこない。遂にはそのまま黙り込んでしまう。

　そこでやっと、さっき自分が感じた〝ゾッとする〟の正体に気付く。

　私は怖いのだ。それは別に、誰かに命を狙われるかもしれないことへの恐れじゃない。

　太陽からの愛情を失うことが、怖くて怖くてたまらないのだ。

　実の親から目を合わせてもらえなくても、太陽だけは私を大事にしてくれた。太陽が私を特別扱いしてくれるから私は自分の価値を信じることができた。母に父の顔を思い出させてしまう自分の存在を許し、母の態度を理不尽だと思うことができた。

〝愛されなかったということは、生きなかったことと同義〟であるとしても、私は大丈夫。太陽に愛されているから、私はギリギリ生きている。彼が私を好きでいたから、私は寂しさや虚むなしさに潰つぶされることなく生きてこられたのだと。

　けれど感謝と恋心は私にとって別ベクトルの感情だ。自分をどう騙だましてもこれは恋にならない。月森に抱いたようなあの狂おしいほどの感情は、太陽に対しては持ちようがない。

　だけどここで「私は好きじゃない」とはっきりさせてしまったら、どうなる？

　太陽は私に愛想を尽かし、私への興味を失うのではないか。それこそさっき想像したように他に愛情を注ぐ先を見つけ、私とは違う女の子と付き合い、その子を大事にするだろう。今日まで一途に私を大事にし続けてきたみたいに。

（そんなの嫌……）

　自分の奥底にある身勝手さと傲慢さに気付き、私の思考はそこで止まった。自分の膝小僧を見つめていても答えは出てこない。

　告白の返事の途中で何も言わずに押し黙った私に、太陽は静かにダメ押ししてくる。

「……俺、そんなに魅力ないかな？　背だって昔より伸びたし、女子にもそこそこモテるよ。紗星が理想を教えてくれたら、なるべくその理想に近づけるように……」

　何が彼をそこまで駆り立てるのだろう。太陽が女子にモテることは私もよく知っている。「雛川くんに渡しておいて」と手紙を託されたことも一度や二度じゃない。それなのに太陽は私だけを見て、妄信的なほど私だけを好きでいた。

「……太陽って、本当に私が好きなのね」

「好きだよ。自分でもどうしていいかわからないくらい」

　太陽は苦しさに喘あえぐように言った。自分でもコントロールできない感情に苦しんでいる彼はかわいそうに思えた。好んで私を好きになったわけではないでしょうに。

「紗星」

「……うん」

「俺が紗星にあげられるものは限られてる。それでも……何かないかな？　誕生日に欲しいもの。俺に求めるもの。何でもいいから」

　ソファの上に座る私になかば縋り付いて、彼は願い事を乞うた。

　太陽のこんな姿を学校の女子たちが見たら卒倒しそう。みんなに平等に優しくて可愛くて格好いい雛川太陽くんの、こんな情けない姿、たぶん誰も見たことがない。

「あなたから欲しいものは何もない」と突っぱねることもできた。というか、太陽の気持ちに応えられないのならそうするべきだと思った。自分の中で答えが出ているのに中途半端に期待を持たせることはしちゃいけない。

　正しい答えが頭によぎっていながら、私はいつも間違える。

「……本当に何でもいいの？」

「うん」

　それはそれは身勝手な、誰にも聞かせられない感情が心の中に渦巻く。

　太陽にはずっと私を好きでいてほしい。他の女の子を好きにならないでほしい。でも私の心はあげられない。あげたくない。私は月森を好きでいたい。

（心をあげられないのなら……）

　迷った末に、私は太陽の手を取った。

「おいっ……紗星……？」

　戸惑う太陽の手を引き、二階へと階段を上がる。太陽の手は熱い。華奢きゃしゃなのに大きくて、思い出にある子どもの頃の手とは全然違う。

　廊下の突き当たりにある自分の部屋に彼を連れ込む。ベッドと勉強机とクローゼット。面白みのあるものは特に何もない洋室。電気は点けない。

　ここが私の部屋だとわかるなり戸惑いを大きくした太陽を尻目に、私はドアを閉めた。自分の城に太陽を閉じ込める。

　囚とらわれた太陽は目で私に説明を求めた。

　私は臆さずに答える。

「セックスしてみたい」

「えっ」

「太陽の初めてを私にくれる？」

　太陽の気持ちを受け入れもしなければ、拒絶もしない。私は何ひとつ彼に答えを示さないまま体を求めた。太陽の初めての相手になれば、私は彼の中でもう一段上の特別な存在になれるはずだ。他の女子に目移りされる可能性を下げられる。恋人にはならないまま、太陽の気を惹き続けることができるかもしれない。

　そして「セックスしてみたい」というのも嘘ではなかった。性欲が芽生えてから月森のことを考えて自慰をするようになったものの、ネットの情報だけじゃ性行為がどんなものかはよくわからない。どんなものか知りたい。月森は絶対に私を好きにならないけれど。でも知りたい。私はたぶん、太陽とならできる。生理的に。

「な……んだよ……それって、つまり……」

　雛川太陽はいたって普通の男だ。純粋で混じり気がなく、臆病で優しくて弱い。

　だから告白の返事もなく私からこんな要求をされれば、間違いなく怖気おじけづく。私は一気に攻め落とすべく、自分の武器を使う。

　なぜか私、カラダだけは一級品だから。

　部屋着のＴシャツを自分で捲めくって脱ぐ。ごくん、と太陽が唾を呑み込む音が聞こえた気がした。太陽の可愛らしい目が明確な性欲を帯びた状態で私の胸を捉える。

「さほし……？」

　手首を掴つかんでベッドの上に太陽を引っ張り上げると、さして力を要さず彼は私のベッドの上に上がった。心臓がどくどく鳴っている。太陽も、たぶん私も。

　いけないことだと知っていながらいけないことをするときの、この独特の高揚感に名前はあるのだろうか。太陽の視線が私の体の上を忙せわしなく動く。たまに私の目を見て〝本当に？〟という顔をする。

「触って、太陽」

　私が促すと彼はこの上なく慎重に指先をこちらに伸ばしてきた。ゆっくりした動きをさらにスローモーションにしたような待ち切れない速度で触れてきた先は、おっぱいではなく、脇腹から腰にかけてのライン。

「……そこ？」

「……いや、うん」

　彼は細く長く息を吐き出した。恐る恐る触れてくる手のひらは脇腹から背中へと流れ、そのままゆっくりと抱き寄せられる。雨に濡れたシャツは彼の体温で熱くなっていて、裸で包まれると太陽の匂い立つ香りを感じられた。私をやましい気持ちにさせるいい香り。

　太陽は私の肩の上に頬を乗せ、腰に腕を回してくる。母親に対してむずかる子どものように。柔らかな髪が首筋に触れてくすぐったい。これが月森だったなら、もっとチクチクして痛かったかも。彼の髪質は太陽よりも硬そうだから。

　私は猫にそうするように太陽の髪を撫なでた。特に意味はなかった。

　太陽は震えた声で言う。

「……なんだか、夢みたいだ。紗星とこうしてみたいってずっと思ってた……」

「ちょっと大袈裟なんじゃない？」

「大袈裟じゃないよ」

　太陽は小さな声でもう一度「全然大袈裟じゃない」と繰り返す。

　至近距離で彼の横顔を見て思う。太陽は今もこんなに幼い顔立ちをしていたのか。

　幼い顔の中にある目がすっと細められ、私に向けられる。

「ヘタだったらごめん」

「ヘタなの？」

「わからない。やったことがないから。初めてのことをうまくやれる保証なんてない」

　雨で体が冷えているはずなのに、太陽は〝暑くてたまらない〟とばかりに制服のシャツを脱いだ。続いてアンダーシャツを。

　制服の下の裸体は想像通り細くて、けれど私が思っていたほど子どもの体ではなかった。大人の男の人みたいだ。骨張っていて、私とは全然違う体の造りをしている。

　つい視線を下げて自分の体を確認した。丸みを帯びた女の体と骨張った男の体を比較し、次の妄想のために記憶に刻み込む。そこでふと疑問が湧く。

「太陽は」

「ん？」

「私のこと考えて一人エッチしたことある？」

「はぁっ!?」

　ほんのり赤くなっていた顔がうなじまで真っ赤に染まった。

「あるのね」

「お前、ほんとに……信じられない」

「どうやってした？」

「死んでも教えない」

　なんか変な感じだ。自分はあれだけ月森のことを考えながら一人で気持ちよくなっていたのに、誰かが同じように自分を思い浮かべて快感を得ていることは想像もしなかった。っていうか太陽も一人でするんだ。へー。




　太陽の男性器は素直だった。彼が恥ずかしそうにパンツを脱いだときにそれは初めて姿を現し、上へ上へと反り返りながら伸びていた。

　私を求めてそうなっているのだということを私は漠然と知っていて、そう思うと男性器がちょっと可愛く見えた。そっと手を伸ばして先端をまあるく撫でてみる。太陽の口からは「あッ」と情けない声が漏れる。

「待っ、て……いきなり触っ……」

「コレを私の膣ちつの中に挿いれたら、セックス？」

「うん……」

「あ、でもコンドームが」

　大変だ。すっかり忘れていた。

　こんな展開は想定していなかったので避妊具の準備がない。しかし〝必ず避妊を〟と保健の授業で口酸っぱく言われた言葉が脳にこびりついている。

　ないなら今日はできないなと諦めようとしたら、太陽が私の前に座ったまま長い手を床に伸ばして自分の鞄かばんを手繰り寄せた。中から財布を取り出し、財布からさらに何かを取り出す。

「勘違いすんなよ」

　太陽はバツの悪そうな顔で私を見た。

「何が？」

「コンドーム、俺持ってるけど」

「へぇ？」

「誰かと使ったわけじゃないから。いつかお前とするために持ってただけだから」

　うわぁ。重い。

　……と口にしたら簡単に傷ついてしまうくらい、太陽は繊細だ。

　だからまた曖昧に笑って返しておいた。太陽は「えーと……」と手順を思い出しながらそれを装着する。私は体育座りで待つ。壁掛け時計の長針が時を刻む音に意識を預けて目を閉じた。時間が静かに流れている。

　月森の財布の中にも、コンドームは入っているだろうか。




　細くしなやかな体が裸の私の上に覆い被さり、首筋や耳裏に熱く心地のいい吐息がかかる。私の女性器は当初、太陽の中指を受け入れるのが精いっぱいだった。

「ん……紗星っ……」

「あ……っ……」

　胸の先端を口の中に含まれるとさすがに声が出た。子ども体温な太陽の口の中は熱くて、口内の温度がそのまま乳房にじわじわと移ってくる。慣れない感覚に身震いする。

　これは気持ちいい。もっとしてほしい。

「紗星……んっ……感じてる？　胸が感じるのか……？」

　太陽は献身的だった。上目遣いになって私の反応をよく観察し、イイこととイマイチなことを的確に見極めていく。

　私が「もっと」と口にするまでもなく乳首を丹念に舐ねぶり、たまにキツく吸った。彼は私の乳房を〝水風船が入ってるみたい〟といたく気に入ったようで、舌先でちろちろと乳首を舐なめる合間にも両手で揉もんで感触を味わっていた。

　中指しか入らなかった私の性器はそのうち二本、三本と指を受け入れられるほど広がっていき、私は「挿れて」とＧＯを出した。

　太陽が私の中に入ってくる。

「あー……っ……紗星……やばい。気持ちいっ……」

　挿入の間、太陽はぴっとりと上体をくっつけて離れず、ずっと私の頭を撫でていた。太陽の口は常に私の耳元にあり、気持ちよさそうな呻うめき声や、「痛くない？」「平気？」の声掛けが延々と耳の中に垂れ流される。太陽のそういう声は、率直にエロいと感じる。

　ただベッドの上に仰向けになり、他人に体を明け渡す。ミチミチと奥を押し広げられる感覚に痛みを伴ったので目を閉じ、唇を噛かんで耐え凌しのいだ。そうしていると頭に月森の顔を思い浮かべることができる。

　痛みすらも気持ちよくなってくる。

「っ……これで、全部だ……」

　全部入ったと聞いて、目を開きサッと視線をお腹側へと向けた。そこには太陽の腹筋と私のお腹が見えた。が、肌と肌がくっついていて肝心の結合部が見えない。

　太陽の腰に手を添え、そっと自分から押し離す。

　私のナカから引き抜かれた肉棒がぬらりと姿を現し、愛液と少量の血でテラテラと光っていた。私は確かに処女じゃなくなっていた。

「んっ……」

　太陽が腰を押し付け、再び奥まで入ってくる。

　挿入の過程で彼はかなり我慢していたのだと、私はそこで初めて気付いた。腰を動かし始めた彼の動きに先ほどまでの緩慢さはなく、夢中で私の膣壁に己の性器をこすりつける。

　挿入の後にこんなに激しく動くものだと知らなくて、私は脚を広げさせられた少し間抜けな格好のまま、太陽に奥の奥まで犯されていた。

「っあ……んっ！　んっ！　……んぅっ……」

　この喘ぎ声は太陽のもの。喉から鼻へ抜けていくような無防備な声をまき散らし、溺おぼれるように全身を揺さぶる。私の体で気持ちよくなっている。

　初めての快感にどっぷり溺れていた太陽は急に顔を上げ、私の目を見た。

「なあっ……キスしていいっ……？」

「えっ」

　いいともダメとも聞かぬ間に、太陽は大きく口を開けて私の口を貪むさぼった。前歯同士があたり、鼻と鼻がぶつかり、失敗を通ってあるべき位置に落ち着いてからキスが始まる。

　男の子の唇ってこんなに柔らかいものなのか、と驚いた直後。〝ぬるっ〟と異物が口の中に侵入する。口内を蠢うごめく太陽の舌。

　挿入よりもある種生々しい接触に私は目を見開いた。

「んッ……！　んんぅっ……」

　口の中を蹂じゅう躙りんされて唾液を飲まされる。太陽の顔は恍こう惚こつとしていた。恋焦がれていた相手と上も下も繋がれて嬉うれしいと、全身を使って訴えてくる。

　その熱量に気け圧おされ、私は太陽の背に腕を回した。受け入れられたと感じたのか彼は興奮で息をさらに荒くし、私の口の端から唾液が垂れるのも気にせずキスをした。下半身も制御ができなくなっていた。私はただ自分の上の太陽の体を抱いていることしかできない。

「紗星っ！　紗星っ！　あぁっ……！」

　背中に腕を回しているとよくわかる。太陽の体は月森に比べると痩せていた。月森のほうがもっと胸板が厚く、腕も逞しい。私の腕の中には収まらないかもしれない。

　声も月森のほうが低い。太陽の声はちょっと高くて女々しい。

「あ、ンッ……紗星っ……イきそっ……」

　これがもし、月森だったなら。




　そんなことばかり考えている私こそが女々しい。




（どうしよう……）

　太陽に激しく体を揺さぶられながら、考えていた。

　私は諦められないかもしれない。

　月森にその気がまったくないと知った今でも、体中が彼のことを求めている。太陽が私を求める熱量に負けないほど、私も月森に焦がれて焦がれて焦がれまくっている。

　だけどどうする？

　一方的な好意が重いということを私はよく知っている。自分と釣り合わないほど大きな感情を向けられると怖いし、同じだけの気持ちを返せないことに罪悪感も湧いてくる。

　大きすぎる感情を注ぎ続けた先に〝好き〟はない。




　すべて終わると、太陽は慣れない手つきで使用済みのコンドームを処理した。「これお前の部屋のごみ箱にあったらまずくない？」と気遣われ、、「ごみ捨てするのは私だし問題ない」と返した。持ち帰るのには抵抗があったようで、太陽も「そっか」と受け入れた。

　──制服を剥むけばただの男の子。

　なぜだかそんなフレーズが頭に浮かび、疲れてぼーっとしている裸の太陽を見つめる。スクールカーストのトップにいる雛川太陽も、素っ裸になるとなんとなく頼りない。

　トランクス一枚の姿は、濡れたシャツを肌に張り付かせた姿ほどはそそられず、〝性欲って複雑だな〟と思った。




　太陽の制服を乾かす間、私たちは一緒にインスタントの袋麺を作って食べることにした。両親の部屋から継父のシャツとズボンを拝借して、太陽にはそれを着てもらった。後で洗濯して戻しておけばバレることはないだろう。

　誕生日にインスタントラーメン。テーブルの上に二個置かれたどんぶりから湯気が立ち上る。この家で誰かと一緒にご飯を食べるのは何年ぶりだろうか？

　私の前にはぶかぶかのシャツを着た太陽が座っている。塩ラーメンのスープをすすりながら、彼は言う。

「こんなことならどっかで誕生日のケーキ買ってくればよかった。……あ。俺今から買ってこようか」

「ううん、いい」

　こうして一緒に食事をしてくれるだけで……もっといえば、誕生日に一人にしないでいてくれるだけで十分だった。ルー・ザロメの言葉を思い出して〝私は生きているのか、いないのか〟なんて暗い自問をしなくて済む。

　けれどラーメンを食べているうちに、セックスの後から緩やかに続いていた高揚感が薄れ、頭の中が冷静になっていった。

（……やってしまった）

　太陽の告白に答えを出さないまま体の関係を持ったのはさすがにまずかった。太陽の想いに応えられない本音と、太陽に離れていかないでほしい気持ちとの狭間で追い詰められ、車に轢ひかれてしまう猫のように最悪の判断をした。いくら彼の気持ちを繋ぎとめておきたいからって、付き合えないのに体を許すのは間違っている。

　私の中にわずかにある常識的な部分が、さっきの私とはまったく違う主張をする。なぜさっき、一線を越えてしまう前にもっと強く言ってくれなかったの。

　それは私の理性が弱いから。

　太陽とセックスしたことに今さら罪悪感を覚えていた。そんなとき、太陽がラーメンのスープを最後の一滴まで飲み干し、どんぶりを〝ゴトッ〟とテーブルの上に置いた。

　ふぅ、と一息。そして静かに私の目を見る。

「さっき俺がした告白の返事のことだけど」

「……うん」

　ですよね。有う耶や無む耶やなままで済ませてくれるはずがない。

　太陽はあんなにまっすぐな言葉で私に告白してくれた。その流れで私が「セックスしたい」と言ったのだから、彼は当然私の答えに期待する。想いは通じたものだと思っているに違いない。

　それなのに、本当は私に太陽への恋愛感情がないと知られたら。ただセックスへの興味から太陽を誘ったのだと知られたら。私は今度こそ太陽に見放されてしまう。

〝愛されなかったということは、生きなかったことと同義である〟

　──また、ルー・ザロメのその言葉が私の脳裏をよぎってゾッとした。

　青褪ざめた顔をしているであろう私に、太陽が次の言葉を発する。

「紗星がなんて返事しようとしたか、俺たぶんわかるよ」

「……え？」

「断ろうとしたんだろ。俺とは付き合えないって」

　私の正面に座って、彼は確かにそう言った。そこに私が想像したような期待や思い込みは一切なくて、ただちょっと物悲しい目が淡々と事実を言い当てる。

「そういう奴だよ、お前は。ただ長い時間一緒にいるからってそれで俺を好きになったりしないし、ちょっと優しくされたからって落ちたりしない。菩提紗星は、そんなに簡単じゃない」

「……それがわかってて、どうして私とセックスする気になったの」

「それは……まあ、俺も男の子だからさ……」

　バツが悪そうに目をそらしただけで、太陽が私に幻滅する様子はない。むしろ理解を示すような口ぶりをされて私は戸惑った。

　一体いつから？　いつから太陽は私の気持ちが自分にないことを知っていた？　知っていてあんなふうに甲斐甲斐しく接することができるものだろうか。頭の中に幼少期からの彼との思い出が走馬灯のように蘇る。あのときはどうだろう。このときはどうだっただろう。

　太陽はずっと何を考えていたんだろう。

　なんだか底が知れなくて、不安な気持ちに急せかされた。

「私は、太陽のことをそういう目で見れない」

　二時間ほど前に言いかけたことを今度ははっきり言葉にした。はっきりと口にしたのはこれが初めてだった。〝セックスしておいて何を今さら〟と白けた私が頭の中にいる一方で、当の太陽は泣き出しそうな笑顔で「知ってる」と。

　そして私の分もラーメンのどんぶりを重ねて持って立ち上がった。キッチンの流しへと運ぶつもりみたいだ。私が〝洗っておくからいい〟と言おうとしたら、先に太陽が口を開いた。事もなげに、こう言った。

「それでも好きなんだから、仕方がない」

「……」

　雛川太陽という男は、私が思うよりもずっと愛情深く、執念深い生き物なのかもしれない。







　一夜明け目を覚ますと、私に少し心境の変化があった。

　初体験の名残か鈍く痛む下腹部をベッドの中でさすりながら、私は〝案外このまま自然に太陽のことを好きになっていけるのでは？〟と。

　昨日抱かれるまでは完全に対象外だと思っていたし、抱かれているときも私は月森のことばかりを考えていたけれど、ラーメンを食べ終わった後の〝それでも好きなんだから、仕方がない〟には少しグッときていた。こんなに根性がねじ曲がってて自分勝手な私のことを、そうとわかってもなお好きだと言ってくれるのなら。そこまで愛してくれる相手は、もう今後私の人生に現れないのではないか。

　このまま太陽にほだされて恋愛をするのが幸せなように思えてきた。

（……セックスのせい？）

　いやいや、たったあの一回で……？

　どうだろう。あながち違うとも言い切れないのかな。セックスして、太陽を異性だと体が認識して、私の脳が生存戦略として〝太陽に恋をしろ〟と──。

　……なんて、くだらないことを考えながら家を出た。




「おはよ」

　いつも無言で私の隣に並ぶ太陽が、今日は挨拶をしてきた。通学路でのこと。校門まではまだ二百メートル以上ある。

「……おはよう」

「体、痛いとこない？」

「平気」

　なんか変な感じ。太陽が過保護なのはいつものことなのに、内容が内容なだけにムズ痒がゆい。こういう、いかにも〝昨日初体験しました！〟みたいなやり取りを太陽とするとは夢にも思わなかった。

「そっか」

　昨日の今日だからもっと浮かれているかと思いきや、太陽の態度はいたって普通。私の体に問題がないと確認すると、それ以上昨日の行為について蒸し返すことはなく、緩やかな沈黙が流れ始める。

　あるいは、これは彼なりの〝弁わきまえている〟という意思表示なのか。昨日私が「太陽のことをそういう目で見れない」と言ったから、〝一度寝たくらいで恋人ヅラはしませんよ〟という、そういうアレか？

　ちらりと隣の太陽を盗み見る。彼は目め敏ざとくそれに気付いて天使のような微笑みを返してくる。「なに？」と。

「……太陽って」

「うん」

「なんか、苦労しそうだよね」

「お前がそれを言うのか……」

　すごく疲れた声が返ってきてちょっと笑ってしまった。

（うん。いけるかも）

　私はひそかに自分の気持ちの方向を確認する。とても苦労しそうな太陽を、私はこれから愛していけるかもしれない。きっかけはとても不純なものだけど。真面目に彼と向き合っていけば、いつかきっと恋が育つはず。




　──ところが。

　そんな変化はまやかしに過ぎないと、私は登校してすぐに思い知らされることになる。

　それは昇降口で月森の姿を見かけたときに。長い腕を揺らしながら靴を履き替え、大きな体を屈めて上履きを拾い上げ、下駄箱の一番上の段にしまった、その一連の動作を目の当たりにしたときに。私は太陽の隣にいながら、月森のその姿に信じられないほど欲情した。

「紗星？」

「……ん。なんでもない」

　太陽の言ったことが正しかった。

　私はそんなに簡単じゃない。私の心は、そう簡単に変えられない。私自身でさえも。一度月森に強烈に魅かれた私の心は、まだ月森に奪われたままだ。




　逆に困った変化が一つ。私はセックスによって変わるものは何もないと思っていた。処女膜がなくなるだけで、見える世界が突然変わりはしないし、前と変わらない日々が淡々と続くだけ──そう思っていたのに、思わぬ副作用があった。

　太陽との初体験をベースに、私は月森とのセックスをリアルに想像できるようになってしまったのだ。処女だった頃にはチープだった妄想に色がつく。行為の最中、激しく動かれると上から相手の汗が降ってくることを知った。独特の息遣いを知った。粘膜のこすれる感覚も知った。

　知ったが最後、それを好きな相手に当てはめずにはいられない。







　それからの日々は本当に酷ひどかった。

　学年集会のときも、授業中も、掃除の時間も。月森の姿が視界に入るたびに、私は彼に抱かれている。もっぱら私の脳内で。

　太陽に抱かれながら考えていた〝月森を諦められないかも〟という懸念は日に日に強くなり、ついには確信に変わっていた。

（もうダメだ）

　少し月森の存在を意識するだけで、頭の中にめくるめく官能のイメージが広がり収拾がつかなくなるのだ。妄想の中で私は月森に校内で所かまわず抱かれたり、〝抱かれる〟なんてぬるいもんじゃなくて犯されたりしていた。

　前よりも月森を見つめる時間が長くなっている。こんな状態で太陽への恋心が育つわけない。かといって月森への想いが成就に近づくこともない。

　月森には話しかけることすらできないでいた。私に微塵も興味を持たないあの目を思えば、仕掛けたところで疎ましがられて終わるのは明白だから。──何かがどうにかなって、奇跡的に月森の気を引けないだろうか？

　現実には目も合わない虚しさに苛さいなまれている。

「紗星」

「……なに？」

　いつものように脳内で月森に抱かれる幸せな想像に浸り、月森のことを見つめていた。その視線を遮るように顔を覗き込んできた太陽。私は舌打ちしたい気持ちになる。

　──これでよく〝太陽を愛していける〟なんて思えたな。

「なんか、あれからずっと辛つらそうにしてる気がして」

　ここが教室だろうと何にも憚はばかることなく、太陽は私の頬に触れる。横の髪を慣れた手つきでさらりと掻かき上げ、私の目を見て、私の瞳の奥を覗こうとする。

「何かあったのか？」

　不安そうに揺れる太陽の瞳は本当に私を心配していた。そこにあるのは紛れもなく愛。太陽が私を大事にしてくれるから、私はその事実だけで生きてこられた。

　だから本当は、そのまま太陽に恋に落ちていればよかった。そうするべきだった。献身的な太陽の恋は報われていいし、私は与えられただけのものを太陽に返していくべきだ。それが正しいのは百も承知。

　でも恋にならなかったのだから、仕方ないじゃないか。

　私は目を伏せて彼の問いに答える。

「別に……なんでもない」

　太陽は全然納得いってないくせに、「そう」と言ってそれ以上問い詰めるのをやめた。引き際を心得ている優しさ。これも私にとってなくてはならないものだ。なのに私の心は一向に太陽に傾かずに、月森のことだけ熱心に追い続けている。

　月森に愛されたい。太陽のことは愛せない、でも私から離れないでほしい。

〝欲がない〟なんて嘘。私はとっても欲張りだった。

「……じゃあ、俺今日は昼飯、食堂だから。また帰りに！」

　明るい声で切り上げて、太陽は教室で待っていた友達と連れ立って食堂へと向かう。

　このぬるま湯みたいな愛情を手放せない。

　自分の価値を失うのはとても怖い。太陽には私を好きでいてほしい。

　でもそれだけで満たされるのかといえば、今、月森とまったく目が合わないだけでこんなに苦しんでいる私がいる。

　──まったく、目が合わない？

（え？）

　今、目が合った。

　いつものように一方的に見つめて彼に想いを馳はせようとしたら、自分の席に座っていた月森がこっちを振り返って私の目を見た。これまでいくら望んでも交わらなかった視線が、唐突に交錯する。

（なんで……？）

　それはほんの一瞬の出来事で、数秒後にはふいと目をそらされたけれど。それでも〝たまたま〟という感じではなかった。月森は間違いなく、わざわざ私のほうを確認した。

　一体どうして？







　その後も時折月森と目が合って、その頻度は徐々に上がっていった。

　登校中。休み時間。ＨＲが終わった直後。ふと彼のほうを見れば高確率で目が合って、私はそのたびにドギマギした。月森の目は普通にしていても艶なまめかしい。

　目が合ったからといって何かアクションがあるわけではない。月森から私に話しかけてくるわけでもない。なぜ急にこちらを見つめるようになったのだろうか。




　その理由はすぐ明らかになった。

〝目が合うようになった〟と言っても毎回じゃない。私が月森を見つめる回数から言えばそれは微々たるもので、私のほうがずっと長くたくさん月森のことを見ている。だから気付いた。彼には私以上に目で追っている人物がいる。

　それに気付いたのはＨＲの時間だった。彼はいつも机に頬ほお杖づえを突いて先生の話を聞いている。最初はただぼんやりと宙を眺めているだけだと思っていたけれど、そうじゃなかった。彼の顔の向きはいつも少し教卓からずれていた。

　気だるい雰囲気によって上手に隠された熱っぽい眼まな差ざし。その眼差しの先にいた人物を見て、私はどの感情よりも先にすとんと納得した。

（──ああ、だから私と目が合ったんだ）




　彼の視線の先にいたのは雛川太陽。

　世にも不毛なこの三角関係に、最初に気付いたのは私だった。







「ねぇ、月森のことなんだけど」

　帰り道で私が月森の名前を出すと、太陽はあからさまに顔を強こわ張ばらせた。なぜそんな反応なのか。手掛かりを取りこぼさないように一挙一動を目で追う。

「月森……ってお前が人の苗字を呼び捨てにするの、珍しいな。慎がどうかした？」

　月森のことを〝慎〟と下の名前で呼んだ太陽のあどけない顔が〝ぐぐぐっ〟とゆがむ。

　これは何か私に隠し事がある。そう踏んで追及しようとしたら、太陽は手のひらを突き出して私を制した。

「……いや、無理。俺駆け引きとか向いてない」

「駆け引き？」

「気になるから先にはっきりさせて。紗星お前、慎のこと好きだろ」

「好きよ」

　自分でも驚くほど躊ちゅう躇ちょなく、すんなりと口に出していた。

　間髪入れずに肯定されて太陽は思いきり傷ついた顔をした。答えを決めつけて自分から尋ねてきたくせに。彼の顔が強張っていたのは、それに勘付いていたかららしい。

　太陽は力の抜けた顔で自虐的に笑って根拠を話した。

「やっぱそうだよな……。最近慎のことばっかり見てたもんな。好きじゃなきゃあんな目で見ないか……」

　月森を見つめる私が太陽の目にどう映っていたか、想像できなくはない。浅ましい妄想で月森に夢中になっていた私なんて見るに堪えなかったはずだ。

　それでも太陽は私を見ていた。

「……で？　俺に慎の話を振ってきたのは……まさか、俺に間を取り持てとか言う気じゃないよな？　鬼かよ……」

「そんなこと言ってないでしょ」

　太陽が気にしているのは一貫して私のことだった。月森自身のことを気にしている様子はなく、この分だと太陽は自分が月森から好意を寄せられていることに気づいていない。

　私はそれを確認したかった。太陽が月森の気持ちを知っているのかどうか。尋ねるまでもなく今はっきりした。太陽は何も知らない。月森は太陽への感情を隠している。

（……だからあのとき）

　私は初めて月森とした会話を思い出した。私が〝太陽とは仲がいいのか〟と尋ねたら、彼は「悪くはないと思う」と微妙な回答をした。




〝勝手に『仲がいい』なんて言ったら、迷惑かもしれないだろ〟




　──あれは、好きになってしまった後ろめたさの顕あらわれだったのか。

　太陽が同性愛についてどう考えているか私は知らない。月森の気持ちを知ったとき、太陽はどうリアクションをとるのだろう。そもそも太陽は私のことが好きなわけで、現時点で月森の片思いが実る可能性はゼロに等しい。

　私の月森への片思いが決して実らないのと同様に。

　太陽の私への気持ちがいつまでも通じないのと同様に。




　でも。だとするならば。

　一つだけうまくいく方法があるかもしれない。

　最悪の場合、私は太陽と月森の両方を失うことになるけれど。

　誰も自分の気持ちを押し殺さずに済む方法が、一つだけ。




　突拍子もない自分の思い付きに自分で驚きながら、私はそれを実行すべく舵かじを切った。リスクがあるけどやってみる価値はある。手始めに私は、太陽に声をかける。

「……太陽は」

「ん……？」

「私ともう一回エッチしたい？」

　自虐めいていた瞳が驚きで丸くなった。

　世にも情けなくか細い声で、太陽は「したい」とはっきり答えた。







　──翌日の放課後。

　太陽から聞いた通りだ。月森は図書室にいた。

　試験前でもない限り図書室はいつも閑散としている。今も月森の他には貸出カウンターにいる図書委員くらいしかおらず、たくさんある座席はガラ空きだった。一人がテーブルひとつを独占してもまったく問題ないなか、そっと月森の隣の席の椅子を引いて座る。

「……菩提？」

　窓から差す夕日に照らされ、影を落とした月森の横顔は神秘的だ。額縁に入れて部屋に飾っておきたいくらい。

　なんでこうも私の好きな形をしているの？

　行き過ぎて恨み言になりそうな感情を抑え、用意していた問いを取り出す。

「月森。これからあなたに三つ質問をします。すべてに正直にイエスかノーかで答えてくれると嬉しいのだけど」

「……おお」

　月森は明らかに戸惑っていた。

　電波女に目をつけられてかわいそうに……。

　他人事のように思ってみたけど、私こそがその電波女だ。

「私は月森のことが好き」

〝質問〟と言っておきながら騙し討ちで告白した。

　月森はシャーペンを握っていた手をピクッと揺らし、眼光の鋭い切れ長の目で私のことを見る。心臓がどくどく鳴っている。たぶん私だけ。

　一つ目の質問を投げかける。




「私と付き合ってくれませんか？」




　生まれて初めて告白というものをした。初体験を済ませた後の私なら気負わずできる気がしていたけれど、いざ言葉にして伝えると緊張で膝がガクガクした。背中にじっとりと嫌な汗をかく。心臓が破けそうなほど苦しく、上手に息ができなくなる。答えは知っているのに。

　月森は気まずそうに目をそらして「ごめん」と言った。

　その顔も額縁に入れて飾っておきたいくらい艶つやめいて、光って見えた。

「答えはイエスかノーで」

「ノーだ。……菩提、気持ちは嬉しいけど」

　全然嬉しくなさそうな顔で月森は言う。

　これ以上は気を遣わせるだけなので、私はサクッと二つ目の質問に移る。




「月森は、雛川太陽のことが好き？」




　図書委員には聞こえないよう、声の大きさには配慮した。

　月森は一拍置いて「……は？」と薄く口を開き、唖あ然ぜんとしていた。

「友達としてじゃなくて、性的な欲求を含む好きかどうかで考えて」

「お前……」

「イエスかノーかで正直に教えて」

　こんな不ぶ躾しつけな質問に彼が答える義理はない。

　だからこそ、質問の順番が大切だった。ずっと彼を目で追っていたからわかる。月森は見た目ほど冷たい人間じゃない。一見興味のない顔をしていてもクラスメイトの話をちゃんと聞いているし、話しかけられればきちんと返事をする。他人を無む碍げにできない人だ。

　だから私の告白にノーと答えた後は、申し訳なさから質問にはなるべく誠実に答えようとするはずだ、と。

　好きな人の尊ぶべき性格を利用して、私は彼の本音を引き出した。




「………………イエス」




　──ああ。

　予想を裏切らない愚直さに背筋がゾクゾクする。この男は一体どこまで。どれほど！　私の琴線に触れてくるんだろう。居心地の悪そうな目も太陽への気持ちが詳つまびらかにされて苦しそうな顔も全部全部全部！

　失恋の痛みさえも麻痺するほどに、私の心は月森へのときめきで震えている。

「……こんなこと訊いてどうするんだ。ネタにして俺を強ゆ請するのか？　『秘密にするから私と付き合え』って？」

「なるほど。言われてみればその手もあった」

「菩提」

　私の考えが読めずに月森は苛いら立っていた。キツめの目がさらに吊り上がって見える。〝強請る〟なんて発想になるのも、それくらい私に得体の知れなさを感じているから。

　月森を強請るなんてとんでもない。考えもしない。秘密を盾にして関係を迫っても私が嫌われていくだけだ。そんな独り相撲は全然楽しくない。

　そんな孤独な地獄は、まっぴら御免だ。

「質問は次で最後です。イエスかノーかで答えてね」




　ねぇ月森。

　私がその思いを遂げさせてあげる。







　太陽は私をもう一度抱きたいと答え、私は彼に自分を抱かせてあげることにした。前回は誕生日プレゼントとして私から〝初体験〟を望んだ。でも今回はそれとはまるでわけが違う。太陽が私を望み、私がその望みに応える。

　抱かせてあげる対価として、私は太陽に〝知ってる限り月森のことを教えてほしい〟と願った。もちろん太陽はいい顔をしなかったけれど、性欲には抗えなかったのか、思ったよりも仔し細さいに彼のことを教えてくれた。

　月森が前に通っていた高校の名前。家族構成。彼には年の離れた妹がいるらしい。

　得意なスポーツ。遊んだことのあるゲーム。意外と勝ち負けにはこだわるほうだと。

　そして、放課後は図書館で過ごしていること。

　太陽のお陰で昨日の放課後は月森を捕まえることができた。




　今日、これから私は太陽との約束を果たす。

「いらっしゃい」

「ん……」

　私が玄関のドアを開けて家の中に招き入れたとき、制服姿の太陽は何とも言えず後ろめたそうな顔をしていた。あまり目を合わせようとせず、口数も少ない。

「もしかして体調悪いの？」

「や、違う。っていうかお前はなんで、そんな、いつも通りみたいな……」

　訊きながら何かに気付いたように口を噤つぐむ太陽。自分は緊張していて、私が普段通りなことに不公平感を覚えたらしい。まばたきの数が多い。早くもうなじまで真っ赤に染まっている。

　私はその姿に欲情しているのか、これから起きることに欲情しているのか、自分でもよくわからなくなった。

「家には誰もいないんだよな？」

「私がわざわざ家族のいるときを選んでセックスすると思う？」

「……さすがにそれはないか」

「普通にないわ」

　空気を変えようと適当に話題を振ってきた太陽を一蹴し、先陣を切って二階へ上る。太陽は黙って私の後についてくる。

　太陽は私を〝いつも通り〟だと形容したが、ほんとのところそうでもない。少なくとも前に太陽としたときよりも心臓が痛い。どくどく鳴っている。命を使っている感じがする。

　いけないことだと知りながらいけないことをするときの、この独特の高揚感に名前をつけたい。この高揚感の前にはどんな後ろめたさも罪悪感も息をしなくなる。しばらくは繰り返し味わうことになりそうだから、名前があったほうが便利だと思う。




　私の部屋に入ると太陽はもう勃起していた。もしかしたら玄関にいたときからそうだったのかもしれない。スラックスの股間部分の盛り上がりを隠すことなく、太陽は待てのできない犬のごとく勢いよく私をベッドに押し倒した。

　目と鼻の先にある端正な顔が問いかけてくる。

「なんで二回目をしてもいいと思った？」

「なんでって？」

「もう二度としないんだと思ってたから」

　苦しそうにそう言うと、太陽は私にキスをした。前回よりもちょっと上達していて、歯もぶつからないし鼻もぶつからない。唇の柔やわさを味わうように啄ついばんでくる。

「ん……」

　口を動かすたびピチャピチャと鳴る水音と湿っぽい呼気。彼は名残惜しそうにじゅるっと私の口を吸い、恋しそうな目で見つめてくる。

「……絶対手に入らないってわかってるのに、期待しそうだ」

「手に入らないよ」

「わかってるって言ってるだろ」

　でも期待しそうだと言った。……と、反論しようとして、やめた。私も言えた義理ではないことを思い出した。絶対に手に入らないことなんてわかっているのだ。

　それでも期待を捨てきれないから、私は、こうやって。

「もういいから、しよう」

　そう言って太陽は性急な手つきで私の制服を脱がせ始めた。胸のリボンを取り、シャツのボタンを一個一個はずしていく。私はじっと真上の太陽の顔を観察した。これから好きな子とエッチするようにはとても見えない、泣き出しそうな顔をしている。

　最後のボタンがはずされたとき、私は片方の手のひらを突き出して彼を止めた。

「始める前に聞いてほしいことがあるの」

「なに？　早く言って」

　焦れて怒っている声。それでも太陽は待ってくれる。

　私は淡々と事実を口にする。

「月森に告白した」

「えっ……いつ」

「昨日の放課後」

　ゆっくりと眉がひそめられたのを見て、太陽の気持ちが手に取るようにわかった。たぶん今、〝図書館にいるなんて教えなきゃよかった〟と思っている。

　太陽はベッドに倒れている私を複雑そうな目で見下ろしながら、静かに「それで？」と。「俺と今こうしてるってことは……」と、祈るようにつぶやく。

「もちろん、振られた。たいして話したこともなかったし」

　シンプルにそう答えると、太陽は目に見えてホッとした顔になった。私が月森に振られたと知って喜んでいる。でもそれだと人でなしみたいだから、「そっか」と私を気遣う表情をつくる。

　誰だってそんなものだ。自分が一番可愛くて、なんでも自分の思い通りになってほしくて、その結果に一喜一憂する。誰だって。

　太陽も、私も、月森でさえ。

　誰だって自分のことが世界で一番可愛い。




　太陽は振られたという私を慰めようと体中にキスを落とした。その行為は動物番組で見たことがある。動物が仲間同士でする毛づくろいに似ている。

　素肌も胸もアソコも全部舐めて〝はぁっ〟と大きな一息。私は前回よりも多く濡れていたので、指を三本入れられるようになるのも早かった。

「挿れていい？」

　私は感じて赤くなった顔を腕で隠しながらちらっとドアのほうを確認し、こくんと頷うなずいた。許可を得た太陽は私のスカートもショーツもソックスもベッドの上に散らかして、自分のモノに避妊具を装着する。

　いざ挿入という段になって、太陽は薄い膜越しの亀頭を秘裂にぬらぬらと擦こすりつけながら言った。

「俺にしとこう、紗星」

「……太陽？」

「慎のことは諦めて、俺を好きになってみて。絶対に大事にする」

「──ああ」

　なんて諦めが悪くて、しつこく執念深いのか。長年一緒にいるのに太陽のこんな性格を私は最近までちっとも知らなかった。ちょっと怖いくらい、太陽は執念深い。

　だけどそうでなければ困る。

　これから起きることを考えたら、太陽には私に執着していてもらわなければ。

「……ねぇ、何か勘違いしているようだけど」

「勘違い？」

「私は月森に振られはしたけど、まだ負けてはないのよ」

「……意味が、わからないんだけど」

　子どもみたいに目を丸くする太陽。部屋の外には緊張した気配。

　──太陽はついてこられるだろうか？　私の諦めの悪さに。

「月森に告白しても振られることはわかってたの」

「うん」

「だからプランＢも最初から考えてあった。それで、そっちで合意した」

「……プランＢ？」

「もういいわ。入って」

　私の呼びかけに応じ、しばらく部屋の外で鳴りを潜めていた巨体が姿を現す。

「は？　……えっ？」

　私の部屋に入ってきた月森の姿を見るや否や、太陽はとっさに私の裸を月森から隠そうとした。太陽自身の体を目隠しにして。

　それは私からすれば滑稽な図だった。だって月森は私の裸に何の価値も感じない。むしろ身を挺して私を庇かばって見せた太陽の華奢な裸体にこそ、あの男は興奮を覚える。

「なん、で……慎がここに……」

　理解の追い付かない太陽の呼吸が徐々に乱れていく。部屋の入り口に立っている制服姿の月森は、心の底から申し訳なさそうに目を伏せて「ごめん」と言った。

　謝るべきではないのに。謝ったら勇気が挫くじけてしまう。

　私は彼の背を押そうとこちらに呼び寄せる。

「早く来て、月森」

「っ……おい、どういうことだよコレッ……！」

「太陽はこっち」

「なにっ……うぁッ!?」

　月森に気を取られていたのをいいことに、太陽の腰に脚を巻き付けて思い切り引き寄せる。挿入寸前で蜜口に宛てがわれていた亀頭は〝ぐちゅり〟と淫いん猥わいな音をたてて私のナカへ、一息に呑み込まれていく。

「あ、あぁっ、んっ……さ、ほしっ……んんっ……！」

「っ、あ」

　自分でやっておきながら、急な圧迫感に私も息を詰まらせる。

　視界の端で捉えた月森の表情には絶望が見えた。

「は、あ、紗星っ……なんでっ……あッ……」

　不可抗力で根本まで挿入した太陽は、私の上で感じながらも抵抗する。腰を引いて陰茎を抜こうとするので、私は腰に巻き付けた脚に力を入れてそれを阻止した。

　結果的に太陽は私のナカを縦横無尽に掻き回しただけで、自らに跳ね返った快感に喘ぐ。

「んん……っ、あ、やばっ……出そっ……」

「まだ出しちゃダメ」

　月森とアイコンタクトをとる。彼は私の上で感じている太陽から一瞬目をそむけ、数秒経って私に視線を戻した。そしてゆっくりと頷く。月森は月森の意思でベッドまで歩みを進め、まぐわっている私と太陽の傍までやってきた。

「っ……くそ、なんだよこれ……慎、見るなっ……」

　私の膣の中から逃げられず無理やり気持ちよくなってしまった体で、太陽はまだ私を月森から隠したいらしい。わけのわからない状況下でも私を大事にしてくれる太陽は本当にブレない。

　私と幼馴染でさえなければ、もっと普通の可愛い恋愛ができたかもしれないのにね。

　私はこれから起きる普通じゃない出来事を彼に伝える。

「今から私たちは三人でするのよ」

「三人……？　３Ｐするってこと？　でも、えっ……慎も入れて？」

「そう」

「そんなのダメだ！」

　太陽は腰に巻き付く私の脚にまだ抗おうとしていた。快感に耐えて真っ赤になった顔で私に向かって吠ほえる。

「だって、そんな……慎も紗星に挿れるってことだろ？　それはさすがに……嫌だっ……」

　それだけは我慢ならないと激しく主張し、太陽は月森から守るように私の頭を抱えた。私はちょっと困った。〝そうじゃないんだけどな〟と。

　でもここから先は月森の気持ちに関わることだから、私が勝手に明かしていいことじゃない。説明の続きを月森にバトンタッチする。

　ベッドに上がってきた月森は私の上にいる太陽のさらに上に背中から覆い被さり、太陽の耳に囁ささやいた。

「俺が挿れるのは菩提じゃない。お前だ」

「──は？」

　太陽の瞳が、私ですら見たことがないほど大きく見開かれる。

　月森はベッドに上がって興奮したのか、太陽の耳裏に鼻先を当てて〝すんっ〟と匂いを嗅ぐ。当然、太陽は慌てた。

「ばか……！　何してんだよ、近っ……」

「俺はお前が好きなんだよ、太陽」

「だから意味わかんねぇって！」

　思ってもみない相手からの好意を知るのはどんな気分だろう。私には知る由もない。

　太陽から美お味いしそうな匂いでもするのだろうか。月森は夢中になって太陽の耳裏や首筋、髪の匂いをすんすんと嗅ぎ続けている。目を閉じ陶酔している月森を私は太陽の下から見上げ、不思議な気持ちだった。

　──月森慎は、本当に、雛川太陽のことが好きなんだ。

　言葉では先に本人の口から聞いていたのに、月森が太陽に触れているのを見てやっと理解できた気がした。その感情は本物なのだと。




　私が昨日、月森に投げかけた三つ目の質問。




「太陽のこと抱きたい？」




　月森はしばらく答えなかった。それは他の二つの質問に比べてよりセンシティブな問いだったせいもあるだろうけど、私の真意を測りかねて黙っているようにも見えた。

　だから私は計画のすべてを彼に話した。太陽は昔から私を好きだということ。私は月森を好きだということ。私と太陽がつい最近体の関係を持ったこと。私と太陽の関係に月森が加われば、片想いの連鎖は綺麗な三角形になって閉じること。

「そんなことをして誰が幸せになるんだ」と月森は言った。

　私は「誰も幸せにならない」と。「でも誰も不幸にもならない」と答えた。

　一方通行の三角関係は循環する。愛情も循環する。

　三人とも誰かを愛し、誰かに愛されている。

　そこに孤独はない。




　月森にとって何が決め手になったのかはわからない。でも彼は私の誘いに乗った。だから今日、私と太陽がセックスすることを事前に知って私の家にやってきた。

　月森は太陽を抱くと決めて、今ここにいる。

「やめろっ…………うぁ!?」

　背後から愛おしそうに太陽の匂いを嗅ぎまくっていた月森は、やがてそれでは飽き足らず〝かぷっ〟と耳たぶを噛んだ。太陽は「っ……」と声にならない声を漏らし、眉根を寄せてゾクゾク体を震わせる。

　ビクッ、と私のナカで太陽のペニスが反応したのがわかった。月森にされても太陽は感じるらしい。この分なら最後まで三人でできそうだ。

　私も私で、ナカにずっと陰茎を咥くわえ込んだままでアソコが熱くなってきた。一人で先に感じすぎないように注意しながら、目の前の太陽に語りかける。

「太陽は私のことだけ見ていてくれたらいいから」

「紗星はそれでいいのか!?　慎のことが好きなのにっ……慎が俺にこんなことしてるの見て、何も思わないのかよっ……」

「思わないはずないでしょう」

　ぴしゃりと私が言い放つと太陽は固まった。

　何も思わないはずがない。月森だってそうだ。太陽が私に挿入しているのを見て、何も感じないはずがない。何も感じないならその恋は嘘だと思う。

　本当は相手に自分だけを見ていてほしいに決まってる。でも私たちの間にある矢印はひとつも噛み合わないのだから、仕方ないじゃないか。

　月森は何も言わずに寂しそうな顔をして、耳を噛むのをやめて鼻先をうなじへと滑らせた。片手で自分の体重を支え、もう片方の手を太陽の胸へ滑らせる。

「っ!?　やめろってっ……！」

　太陽は背後から乳首に触れてくる月森を思い切り振り払おうとした。仮にも男子高校生なので怪我する事態にならないか心配して見ていると、太陽の腕は〝パシッ〟と月森の手に捕まり、力で負けて動かなくなる。

　腕力は圧倒的に月森が上。それでも太陽は抵抗を続けようとしたが、それも月森の耳打ちによって妨げられた。

「暴れるな、太陽。菩提の体に負担がかかる」

「っの……クソがっ……」

　月森慎という男は、案外悪いヤツかもしれない。

　太陽は月森の読み通り、私の体を気遣って抵抗をやめる。太陽がおとなしくなったのをいいことに、月森の指先が太陽の胸の先端を〝すりっ……〟と撫でた。

「んッ」

「驚いてるよな……ごめん。ほんとは隠しとくつもりだったけど」

「っ……あ、っ」

「お前が分け隔てなく気安く話しかけてくれるから、いつの間にか……可愛いなって。〝触りたい〟って思うようになってて」

「そん……な、っ……」

　いつもより少しだけ饒じょう舌ぜつな月森は、そう言いながら太陽の体をまさぐり自らの願いを叶える。明るく人懐っこい太陽はたくさんの人を魅了する。月森も例にもれず太陽に魅了された一人だった。月森にとってはもっと特別で決定的な出来事があったのかもしれないが、それは私のあずかり知らないところだ。

　ただ、月森は純粋に太陽が好きなんだなということだけ、わかった。

「太陽はこんな体してたんだな。乳首が真っ赤で、肌が白いからよく映える」

「ばっ、か……！」

「太陽。俺の指でも感じて……」

　月森に思いを打ち明けられながら胸を弄いじられ息を詰まらせた太陽を、私は彼の真下から羨望の目で見ていた。

（いいなぁ……）

　今だけでいいから、私は太陽になりたい。




「うっ、あぁッ……？」

　私と月森はしばらく前後から太陽への愛あい撫ぶを続けた。私のナカでペニスを擦り続ける太陽の首筋に私が口づけ、太陽の背後からは、月森が耳の中を執しつ拗ように舐めながら太陽の乳首を抓つねったり、鼠そ径けい部を撫でたり、たまに陰いん嚢のうを揉んだりしていた。

　二人の間で翻ほん弄ろうされ、太陽の表情はとろりと蕩とろけていく。

「ひッ……あ、っ……力が、入らなっ……」

「そう言いながら腰はしっかり動いてるけどな。菩提のナカ、そんなにいいのか」

　月森が指摘した通り、太陽は一心不乱に腰を振りたくっていた。私は月森が「菩提のナカ」と口にしたことにドキドキしながら、太陽の獰どう猛もうなピストンに喘がされ、たまらず声をあげる。

「あ、んん……太陽、っ……おっきいっ……！」

「紗星……紗星、感じてる？　俺ので感じてる……？」

　こんな異常事態にもかかわらず、太陽のモノで本気で喘ぐ私を見て彼は喜びを滲にじませた。膣の中でいっそう質量を増したペニスが興奮を物語る。

　そのタイミングで、月森がぽつりと言った。

「俺も、そろそろ交ざりたい」

「え……」

「準備するから続けてて。後ろが柔らかくなるまでほぐすから」

　月森は手際がよかった。事前に勉強したのか流れるように淡々と太陽のアナルに触れていく。途端、太陽の表情に緊張で強張る。

「待っ……慎……っ！」

「意外ともう柔らかい？」

　ソコがどうなっているかは、私からは見えない。〝ちゅぷちゅぷ〟〝にちにち〟と鳴る音から、月森が穴を指でほぐし始めたことだけがわかる。足されていくローション。律りち儀ぎな月森は挿入する指を増やすたび「もう一本いくぞ」と声をかける。徐々に慣らされていく太陽。

　指が出入りするたびどうしても声が出てしまうのか、太陽は掠かすれた声を漏らしながら赤面している。

「はぁ……すごいな。三本入った……」

「[image: ]……はぁ、やめっ……尻、がっ、おかしっ……」

「ヒクついてる。……痛くないか？」

　その行程には興味があって私も観察したかったけれど、私には太陽の注意を引くという役目がある。お尻の違和感に混乱している太陽の頭を胸に抱き、顔を谷間に埋めさせてひたすらに言い聞かせた。「大丈夫」「怖くない怖くない」。そうやって大人が子どもをなだめるときのように、根拠のない優しさで。

「やだっ……紗星。こんなの絶対に変だっ……」

　月森にお尻の穴を触られて、太陽の目には涙が滲んでいた。

「私を見て、太陽」

　胸に顔をうずめていた太陽に上を向かせ、目を見て語り掛ける。そして両手で彼の頬を包んだまま、私はそっと太陽の唇に口づけた。またも驚きで太陽が目を見開く。

「ん…………っ、なに……？　んッ……」

　前のセックスでは太陽からの一方的なキスばかりだった。だから、私からキスをするのはこれが初めてだ。戸惑って疑問を口に出そうとして開かれた唇の間に舌を差し込み、口内を舐める。

「っあ……ふッ、んぅっ……は、ぁ、さほしっ……」

　今日は事前に歯を磨いてきたのか、口の中はミントっぽい味がした。目前の太陽の目が完全にとろんとなったのを見届け、私は視界の端で月森を捉える。月森は私とのキスでトリップしている太陽を見て、惑って手を止めていた。差し詰め〝二人で睦み合っているほうが太陽は幸せなのでは〟と考えたのだろう。

　でもそれは違う。二人だけなら私は太陽に自分からキスなんてしない。

　太陽の口内を丹念に舐めくすぐりながら、目で月森に〝やって〟と強く訴えた。

　ここで怖気づかれても困る。

　月森は思いつめた顔のまま一度大きく息を吐く。直後、カチャカチャとベルトを外す音が聞こえてきた。それは蕩けていた太陽の耳にも届いたようで、手を添えていた彼の体がビクッと強張る。この後に何が待っているか想像がついたのだろう。

　いつの間にか月森の手にはゴムがあった。どこから取り出したのだろう。財布の中ではない気がする。封を開けてそれを自身に着けると、月森は制服のシャツもズボンもすべて脱ぐことはせず、最低限の露出で陰茎を太陽の穴へと宛てがった。

　太陽はなぜか私に訴えかけてくる。

「やめろ……こんなのは違う…………俺は──」

　目に涙をいっぱい溜めた太陽が、私に何を言おうとしたのかはわからない。

　言葉の途中で挿入の衝撃によって「うぁっ!?」と甲高い声をあげた彼は、以降は嗚お咽えつを漏らしながら転がり落ちるようにグズグズになっていった。

「はっ……あッ！　う、あぁっ……やッ……ぐ、っ……」

「っ……ごめん、痛いか？」

「っるせ……謝るなら抜けっ……っ[image: ]、あああっ……？」

　男の子の体が目の前で拓かれていく。大事な幼馴染の体が、私がどうしようもなく好きな男の体によって。

「ふッ!?　うっ、や、待っ……慎、やめっ……！」

「もう少しだ太陽。あともう少しっ……」

　私は妙な気持ちになりながら、二人に置いてけぼりにされないように太陽の体を触った。さっき月森が太陽の胸を愛撫していたのを思いだし、〝指で気持ちいいのなら……〟と閃ひらめく。太陽の腰に両手を添えてそっとペニスを自分の中から引き抜き、シーツの上で体を捩よじり下方にずりずりと移動した。目の前にきた小ぶりな乳首を口に含む。

　頭上で太陽が「ひッ……！」と短い悲鳴をあげる。

「あっ、嫌だ、いや──ぁっ、ん、さほっ……んぁ、っ」

　身悶もだえする太陽の脇から見上げると、月森は薄く唇を開けた艶めかしい顔をしていた。ドクン、と私の胸は大きく高鳴る。何度も何度も想像した月森の痴態。欲情しきった顔。私が欲しいのはやっぱり月森のほうなのだ。

　逃れられない感情を再確認して、太陽の体へと向き直る。口の中で勃ち上がった小さな乳首には芯が通り、舌先でつんつん突くと目の前の体が震えた。太陽が感じていることを確認し、愛撫は徐々に大胆に。嘘みたいに綺麗な薄ピンクの乳輪ごとちゅぱちゅぱと吸い上げ、時折歯を使って乳首をコシコシ扱しごく。

「紗星っ……それ、ダメ、っ、あッ、んっ……」

　はあはあと息を切らしながら、太陽はどうにかこの責め苦から逃れようと〝ぐっ〟と背中を反らした。しかし後ろには月森がいる。逃げられない。

　結果的に背中を反らしたことで私の目前には彼の胸が突き出され、私は遠慮なくもう片方の乳首も〝ちゅぅっ〟と吸い上げた。

「あッ、ん、んぅっ……！」

　太陽は胸を私に、耳とペニスを月森に愛撫されながら、ゆっくり時間をかけて月森の雄々しい男根をそのカラダの中に収めていく。

「…………これで全部、入った」

　月森の口から静かに告げられた。私の位置からでは太陽と月森の結合部は見えない。ただ、私の頭より少し高い位置に置かれていた太陽の両腕はぶるぶる震え、彼自身の体を支えていられずシーツの上を滑りそうになっていた。それでも私に体重をかけまいと、すんでのところで耐えている。

「もう少し力抜けるか、太陽」

「っ……！」

　私と太陽の体の間にある僅かな隙間から下方を覗いた。太陽の震えは太ふと腿ももにまで及んでいて、小鹿の脚のようにわなないている。

　股の間ではゴムを着けたままのペニスがぶらぶら揺れていた。それはまったく萎なえておらず、先っぽからいやらしい汁をだらだらと垂らしてゴムの液だめを小さく膨らませていた。──性欲って本当、複雑なんだな。こんな意味のわからない状況でも勃起できるなんて。

　私は両足を踏ん張って体を上にスライドさせ、元いた太陽の顔の正面へと戻った。開いた口の端からは唾液が垂れ、頬は真っ赤。瞳は少し虚ろになっている。

「……さ、ほし……？」

「ごめん。太陽も挿れたいよね」

「えっ」

　震える脚の間で揺れていたペニスに手を添え、再び私のナカへと導く。

「あ、うぅっ、ア、あ────……っ！」

「あんッ……！」

　最初の挿入よりもずっと硬く引き締まったペニスが私の奥深くまで突き刺さって、私の口からも嬌きょう声せいが漏れた。熱い泥濘ぬかるみの一番奥を押し広げられ、視界がチカチカ白く瞬く。

　後ろに月森のモノを収めたままの挿入は太陽にトドメを刺したようで、彼は力を失いドサリと私の上に落ちた。

　月森のペニスが太陽の後ろの穴からずるりと抜け出そうになって、月森はそれを阻止しようと、自身も体を前に倒して私たち二人の上に覆いかぶさった。私ごと太陽を抱くような体勢で。

「っ……ごめん、太陽」

「は……」

　──もう動きたい。

　月森の呟きを皮切りに、世にも卑猥な交わりが始まった。

　私は正常位で膣の中に太陽を受け入れ、私に挿入している太陽の後ろの穴には月森のモノが挿入されている。月森が腰を揺すればそれに連動して太陽のモノが私の中を抉えぐり、太陽が私の膣壁でペニスを擦れば、それに感じた太陽の尻の中が狭まって月森のモノを強く締め付けた。

「ああっ、あっ、あっ」

「ん、ああ──……っ」

〝フッ、フッ、フッ……！〟と短く息を吐き出す月森に対し、私と太陽の喘ぐ声は交じり合ってどちらのものともつかなくなる。

　興奮してスタッカート調になっている喘ぎ声は誰のもの？

　鼻にかかった媚びるような喘ぎ声は誰のもの？

　わからない。

　私と太陽は上下に折り重なり、二人まとめて月森に力強く体を揺さぶられていた。体の下ではベッドが不穏なほど大きな音でギシギシと軋きしんでいる。安物ではないはずだけど、三人でこんなに激しく動く想定では設計されていないはずだ。途中で壊れたらどうしよう。

「んっ！　あぁっ……紗星っ……」

　名前を呼ばれて薄く目を開ける。私は太陽の下敷きで何もできずマグロになっていた。くったりと弛ゆるんだ体を延々と突き上げられ、内側から擦られ続けて、発熱したように頭がぼーっとする。

　すぐ隣を見ると顔を真っ赤にして目を閉じ、必死で私の名前を呼び続けている太陽の横顔があった。

「紗星っ……紗星っ……」

　──ああ、と私は理解した。

　太陽は私だけを見て、月森を意識の外側に追い出すことにしたんだ。そうやって今の異様なこの状況をやり過ごそうとしている。

（賢いな）

　それならば、と、私は視線を太陽の体のさらに向こう側へと向けた。太陽が私とだけセックスしてると思い込もうとするみたいに、私も月森に抱かれていると思い込もう。

　私と太陽の上でゆらゆら揺れる黒々とした頭。硬そうな髪質の黒髪が汗で額に貼りついて、いつもの月森とは違って見える。その表情は太陽の締め付けに耐えているせいか、とても険しい。眉間から〝つっ……〟と垂れ落ちる汗。貼りついた前髪の下には力強い目。静かで凛然としているのに、目の前の獲物を一瞬で食らい尽くしてしまいそうな、激しい獣の目。

「はぁ、っ……きっつい……あんなに、広げたのに……」

　月森の薄く開いた唇から漏れ出た言葉が、ぞくりと私を粟あわ立たせた。

　目論見以上に、まるで自分に言われているかのように感じられたのだ。仰ぎ見る角度と、彼が揺れるたびに擦れるナカ。膨れ上がった肉棒は奥の窄すぼまりを穿うがち、私の内うち襞ひだはその肉棒の血管一本一本までを感じ取ろうと厭いやらしく纏まとわりつく。──体がそれを月森のペニスだと錯覚して。

「んッ！　えっ、紗星……？　なん、か、急にっ……締まっ……」

「あッ、ん、んぅっ……あ、あぁっ……！」

　意識せずとも臀でん部ぶに力が入り、蜜壺の中の陰茎を〝ぎゅぅぅっ〟と強く食い締める。月森の顔を見ていて突如襲われた快楽に、私は腰を激しくくねらせ上下に揺らした。

「ッあ！　や、もっと……もっとして。もっと動いてっ……！」

　はしたない。でも止めたくない。月森のペニスでナカをもっと滅茶苦茶に掻き回してほしい。

「……紗星っ」

　太陽は私の訴えを自分へのリクエストだと誤解し、折り畳んでいた両腕をシーツの上に突っ張って上体を起こした。そのほうが激しく腰を振って私を気持ちよくできると思ったのだろう。ただ実際は、体を起こしたことで月森のペニスの擦れ方が変わったようで、太陽は「ぁっ!?」と体をビクつかせた。

「……馬鹿。太陽、そんな風に動かれたら……っ」

「ぅっ……ぁっ……！」

　月森は起き上がった太陽の肩に顎を乗せ、うっとりと目を閉じている。気持ちよさそうに寄せられた眉。こめかみを伝う汗。薄く開いた唇。

　──私の体で感じている、ように見える。体を起こした月森がたまらなくなって腰の動きを止められないような、そんな光景に。下腹部からは〝ぐぽっ、じゅぷっ〟と撹かく拌はんされた愛液が淫猥な音をたて、私たちが繋がっていることを証明していた。

「あ、あ！　あん……気持ちいッ……んんっ……！」

　私は乱れに乱れ、ずっと月森の顔を見ていた。彼の小さく開けた口から「はぁっ」と濡れた息が零れるたびに、私の奥から〝じゅわぁ〟と蜜が溢れ出す。

　今にも達しそうな月森は信じられないほど厭らしくて、美しくて、何より生命力に溢れていた。逞しい腰遣い。広い肩幅。強烈な雄の匂い。私が出会って最初に感じた、生物として圧倒的に優れた種であることをまざまざと今見せつけられている。




　──この男に庇護されたい。征服されたい。精を注がれたい。




　欲しくて欲しくて、頭の奥が沸騰する。私は実際に繋がっているのが太陽だということも忘れて「中に出して」と言いそうになる。

　出してほしい。子種を私のアソコに注いで、月森の子を孕はらませてほしい。後のことはどうだっていい。とにかく注いで、私を月森のものにして──。

　本能のままそう口走りそうになったとき、月森と目が合った。

「っ、あ……」

　ドクン、と心臓が大きく跳ね上がる。一方的に見つめ続けた目にこちらの姿を捉えられる。その瞳の色の深さに時が止まる。さらに月森は「菩提」と私に呼び掛けた。

　月森の目に私が映っている。月森の手が、私に向かって伸びてくる。

「平気か？　男二人の下でさすがに疲れたんじゃ……」

　大きな手にするりと頬を撫でられた。

　それだけの行為に全身が内側から震える。月森にそんな気はなくても、それは愛する者への触れ方だった。労いたわり、慈しみ、恋い慕うような触れ方に──私は達した。

「あ、あああ、あっ……」

　甘く、ひそやかに、奥底から引きずり込まれるようなイき方だった。力が入らなくなるのと同時にナカがビクビク痙けい攣れんして、爪先まで痺れ、頭の中が真っ白になる。

　目の前では太陽が私の締め付けに感じて切なく眉を寄せ、しかしそれ以上に月森の行動が許せなかったようで「触んな！」と背後の月森を振り返る。──が、月森は太陽の顔を見て何を思ったのか、たまりかねて太陽にキスをした。

「ちょっ……んっ、や、っ……！」

　勝手なことをされて太陽はさらに怒りを募らせたが、体の大きい月森の前では抵抗も意味をなさない。月森は太陽に後ろを向かせたまま強引に顔を固定し、大きく開けさせた口の中を〝じゅるり〟と舐める。

「ん、んっ、ぅ……」

　相手の意識を強制的にメスに変える、力強くて官能的なキスだった。事実太陽は舌を噛まれたり吸われたりしているうちに目をとろんと細め、抵抗もどんどん弱まっていく。

　男の子同士の本気のキスシーン。興奮した月森が太陽の腰を抱えて〝ぐんっ、ぐんっ！〟と大きく突き上げ、それによって太陽のモノが膨れ上がり、私のナカを圧迫する。

「っ……慎、も、やめっ……あ、あッ……！」

「太陽……っ、まだだ。まだ、もっと……キスっ……」

　私の上で繰り広げられるその光景を前に、私は大事なことを思い出す。

（ああ、そうだった）

　月森が好きなのは太陽だ。

　なんだか、月森が私の頬に触れた一瞬……ほんの一瞬だけ、月森が手に入ったような気がしてしまったけど。全然そんなことはない。

（…………泣きたい）




　好きな人に好きな人がいるのって、こんなに痛いものなのか。




「あっ、ッ、はあぁっ……」

　太陽は月森の激しいピストンと熱い口づけから逃れ、再び前傾姿勢になって私のほうへやってきた。端正な顔をだらしなく蕩けさせて。

　月森に貪むさぼられた太陽にはもう余力がなく、私に体重をかけまいと突っ張った腕はシーツの上で一瞬にして崩れる。太陽は腰だけを上へ高く突き出す淫みだらなポーズで月森に犯され続けた。

「太陽っ……！」

「ああぁ……ッ！　あっ！　あぁっ！」

　私の首筋に額を擦り付けて激しく喘ぐ幼馴染。自分で自分を支えていられなくなった太陽の体は私に重く圧し掛かり、苦しかった。

　けれど余すことなく密着した体は、月森が太陽に与える衝撃を余すことなくこの体に伝えてくれる。〝ずんっ！〟と腰に鈍く走る衝撃も、そのたび「あっ！」と喘ぐ太陽の甲高い声も、全部私のもの。

「さほし……んぁ……さほしっ……」

　後ろの穴をガツガツと犯されながら、それでもなお太陽は私に向かってくる。

（あ）

　気付けば太陽は首で頭を持ち上げ、私の唇を食べた。月森に与えられる衝撃で私と自分の恥骨同士を擦り合わせながら、口内を深く舐め回してくる。

　私は息苦しさと恍惚感で目を細める。

（これ……）

　──月森と間接キスだ。

　そう思った瞬間、さらに体温が上がった気がした。頬が燃えるように熱い。頭の中も、目の奥も、お腹の中も、熱くて熱くてたまらない。

　私もうっとりとキスを受け入れた。

「ふッ、ン、んぅっ……ぁ、ん、んんっ……」

　太陽の熱量に引きずられ、私も興奮の一途をたどる。長く太陽のモノを収め続けていた蜜壺は熱く痺れていて、その媚び肉にくをカリで何度も何度もこすられると、悲鳴が漏れそうなほど気持ちよかった。

　月森の唾液をすべて奪っていくつもりで私も太陽の口内を貪ると、膣のナカをみっちり埋め尽くしていた怒張がさらにむくむくと膨れ上がる。それもたまらなく気持ちよくて、子宮が甘い愉悦に小刻みに震える。

「あ……ッ、太陽っ……すごッ……」

　スパートをかけて太陽の奥深くを突きまわしていた月森が射精欲に耐えようと歯を食いしばる。だめ押しで二度、三度と勢いよく腰を前に突き出し、そして「あっ……イくっ……」と切ない呻うめき声を漏らした。私はその声だけでまた達した。

　そして太陽も。

「あ、ああ、あ[image: ]あぁッ……？」

　私の絶頂の一瞬あとに太陽の全身が大きく痙攣した。収縮した私の膣の中で彼のペニスはびくびくと厭らしく跳ね、ゴム越しに大量の精を吐き出す。それはイったばかりで敏感な女のカラダに追い打ちをかけ、私は子宮をキュンキュンと震わせて太陽のペニスをあやすように締めあげた。

「おぉッ……っ、ん……」

　しばらくは震え続ける太陽の体にしがみついていた。手の届く範囲には彼の体しかなかったから。太陽は甘えてむずかるように私の体を抱き返し、快楽の余韻に浸っていた。

　湯気が立ち昇りそうなほど熱い体にくっついてると〝ぽたっ、ぽたたたっ〟と雨のような汗が降ってくる。それは月森のもので、彼は肩で息をしながら膝立ちで私と太陽を見下ろし、自分の顎から零れる汗を手の甲で拭った。

　本当に、どこまでも美しい。

「…………太陽、抜くぞ」

　物言わぬ太陽に寂しげに目を細め、月森はゆっくりと腰を引いて太陽から陰茎を抜き去った。抜去の刺激で私の上の太陽が「[image: ]ぁっ」と情けなく呻いたが、私は月森の姿から目を離さない。

　彼が着けていた避妊具の液だめも白濁で膨らんでいた。月森も宣言通り本当に達したのだ。私たちは誰一人欠かすことなく、三人とも絶頂を味わった。

「……太陽。その、痛いところは」

「うるさい」

　太陽は私が聞いたことのないような低く冷たい声で月森を拒絶し、緩慢な動作でシーツの上に腕をついた。重そうな体を起こして私の体の上から退く。圧のし掛かっていた重みがふっと消え、私は呼吸が楽になった。膣の中から射精後の萎しぼんだ男性器が引きずり出される。

「んッ……」

　膣肉が捲めくり上げられる感覚に私も声が漏れ、そこでふと疑問に思った。太陽は私のナカでペニスを擦って達したのか、月森にお腹の中を擦られて達したのか、どっちなんだろう？

　太陽は今にも月森に噛みつきそうな怖い顔をしている。月森は居心地悪そうに目を伏せている。私の部屋には今、お通夜みたいに重苦しい空気が漂っている。

　私の体は心地のいい疲労感でまだふわふわしていて、正直今は難しいことは何も考えたくなかった。でもそういうわけにもいかない。これは私が始めたことだから。




　──さあ、審判の時間だ。

　私は月森と太陽の両方を失うことになるのか。

　すべては太陽の答えにかかっている。




「気持ちよかったね」

　第一声は私から。なるべくあっけらかんとした声を沈黙の中に投げ入れると、太陽がびくりと肩を震わせて私を見た。

「……『気持ちよかった』？」

　太陽は昔から敏くて、空気や文脈を読むのが異様に上手かった。今も私のたった一言ですべて察したらしい。

　この三人での関係が、今日一度限りのものではないことを。

「太陽は気持ちよくなかった？」

「俺は……」

　太陽は答えられない。実際のところどうかわからないが、後ろを掘られて〝気持ちよかった〟とはプライドもあるだろうし言えないだろう。

　ベッドの上に座った状態で、目線を合わせて。

　私はなるべく優しく太陽に笑いかける。

「私はね、すごく気持ちよかった。最高だった。またこうやって三人でしたいな」

「お前は」

　言いながら太陽の目が大きく揺らぐ。

　息苦しそうに、生き苦しそうに、問いかけてくる。

「お前は、本当にこんな関係がいいのか？」

　私が望むなら受け入れかねない声をしていた。

　太陽の向こう側で月森が何か言いたげに口を開くのが見える。でも結局、月森は何も言わないまま、形のいい唇を閉じてしまう。彼には止めることができない。せっかく手に入れた太陽の体に触れられる権利を、月森はもう手放せない。

　私はこの関係がしばらく続いていくことを確信し、太陽の問いかけに「うん」と答えた。

　太陽が不安げに、頼りなく微笑む。

「……紗星が望むなら、いいよ。わかった」

　私は笑って答える。

「そう言ってくれると思ってた」




　雛川太陽は私が知る限り一番愛情深い男だ。

　私のどんな理不尽な望みも叶えてしまう。




　月森慎は私が知る限り一番義理堅い男だ。

　どんなに歪んだ同盟でも、一度手を組んだからには裏切らない。




「二人とも、これからよろしくね」




　私はそのうちきっと誰かに刺される。

　それでも──。




　こんな関係は正しくないとみんな思っているのに、誰も抜け出すことができない。

　これはやさしい地獄の始まりの話。
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